
『顕
立
正
意
抄
』
に
関
す
る

一
考
察

大

平

寛

龍

は
じ
め
に

一
、
春
師
本
と
定
本
と
の
比
較
検
証

二
、
隆
顕
０
と
定
本
と
の
比
較
検
証

三
、
隆
顕
０
と
定
本
と
の
比
較
検
証

四
、
春
師
本

・
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
の
総
合
的
検
証

お
わ
り
に

は
じ
め
に

『顕
立
正
意
抄
』
〔以
下
、
『顕
抄
』
と
表
記
す
る
。
筆
者
注
〕
は
、
文
永

一
一
年

（
一
二
七
四
）

一
二
月

一
五
日
、
日
蓮
聖
人

（
一
二

三
二
～
一
二
八
二
）
が
五
三
歳
の
時
に
身
延
山
で
述
作
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
題
号
の
意
味
は
、
『立
正
安
国
論
』
の
意
を
顕
す
こ
と

で
あ
る
と
い
う
。
『顕
抄
』
で
は
、
『立
正
安
国
論
』
に
予
言
し
た
自
界
叛
逆

ｏ
他
国
侵
逼
の
二
難
が
的
中
し
た
事
実
を
、
日
本
国
の

人
々
が
信
じ
な
い
と
日
蓮
聖
人
が
嘆
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
未
来
の
予
言
も
必
ず
的
中
し
、
法
華
経
不
信
の
謗
法
罪
に
よ
り
、
日
本

国
の
人
々
が
無
間
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
は
必
定
で
あ
る
と
断
言
し
警
告
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
弟
子
檀
越
の
中
で
も
信
心
の
薄
い

な
外
学
業
　
第

二
十
二
考



者
は
地
獄
に
堕
ち
る
で
あ
ろ
う
と
誠
め
、
不
惜
身
命
の
信
仰
を
貫
く
よ
う
勧
め
て
い
る
。

こ
う
し
た

『顕
抄
』
に
つ
い
て
は
、
真
蹟
が
現
存
し
な
い
と
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
沼
津
市
岡
宮
の
光
長
寺
に
日
春
聖
人

（
一
壬
二

〇
～

三
二
一
こ

〔以
下
、
春
師
〕
に
よ
る
写
本

〔以
下
、
春
師
本
〕
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
『昭
和
定
本
　
日

蓮
聖
人
遺
文
』

〔以
下
、
定
本
〕
所
収
の

『顕
抄
』
で
は
、
こ
の
春
師
本
と
、
行
学
院
日
朝
上
人

（
一
四
二
一
一～
一
五
〇
〇
）
に
よ
る

写
本

〔以
下
、
行
学
朝
師
本
〕
と
に
よ
っ
て
校
合
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
定
本
所
収
の

『顕
抄
』
に
は
、
春
師

本
と
の
異
同
が
三
箇
所
註
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
行
学
朝
師
本
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
特
に
註
記
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
春
師

本

・
行
学
朝
師
本
の
書
写
年
等
に
関
す
る
事
な
ど
、
書
誌
的
な
情
報
も
特
に
は
註
記
さ
れ
て
い
な
い
。

春
師
本
の
書
誌
情
報
に
関
し
て
は
、
『日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
　
歴
史
篇
』
の

「日
春
」
の
項
目
で
、
「
日
春
の
書
写
し
た
遺
文
に

「嘉
元
二
年
十
月
十
日
」
の
奥
書
を
有
す
る

『顕
立
正
意
抄
』
お
よ
び

『色
心
二
法
抄
』
が
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

特
に
春
師
本
に
つ
い
て
は

「最
古
の
写
本
と
し
て
貴
重
な
も
の
」
と
評
し
た
上
で
、
「
定
本
遺
文
』
で
は
こ
れ
を
も

っ
て
底
本
と
の

字
句
の
異
同
有
無
を
表
示
し
た
」
こ
と
が
、
こ
こ
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

定
本
に
所
収
さ
れ
て
い
る
御
遺
文
の
本
文
全
般
に
関
し
て
ふ
り
返
る
と
、
高
木
豊
氏
は
、
「本
文
は
底
本

（縮
刷
遺
文
）

・
真

筆

・
写
本
、
あ
る
い
は
底
本

・
写
本
等
に
よ
る
混
合
文
に
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、
校
異
を
十
分
に
明

示
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
本
文
批
判
は
未
完
の
面
を
な
お
も

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
問
題
点
と
し
て
挙
げ
な
が
ら
、

「諸
本
対
照
本
の
作
製
お
よ
び
そ
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
校
訂
本
の
作
製
こ
そ
今
後
の
課
題
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

点
に
つ
い
て
、
真
蹟
が
現
存
し
な
い
と
さ
れ
る

『顕
抄
』
に
お
い
て
見
る
な
ら
ば
、
写
本
の
研
究
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
様
々
な
見
地
に
よ
る

『顕
抄
』
の
写
本
研
究
を
積
み
重
ね
て
こ
そ
、
そ
の
問
題
点
も
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
と
な
っ
て
く

る
は
ず
で
あ
る
。



と
こ
ろ
で
、
慶
林
坊
日
隆
聖
人

（
〓
一一人
五
～

一
四
六
四
）
〔以
下
、
隆
師
〕
御
所
用
の

『顕
抄
』
の
写
本
に
つ
い
て
は
、
二
つ
現

存
し
て
い
る
こ
と
が
株
橋
日
涌
上
人
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
「顕
立
正
意
０
」
〔以
下
、
隆
顕
０
〕
、
「顕
立
正
意
抄
０
」
〔以
下
、

隆
顕
０
〕
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
の
二
写
本
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

「他
筆
」
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、
筆
記
者
も
別
人
ら
し
く
、

筆
跡
は
異
な
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
株
橋
日
涌
上
人
が
述
べ
る

「他
筆
」
と
は
、
写
本
の
筆
記
者
が
隆
師
以
外
の
人

物
に
よ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
二
写
本
の
う
ち
、
特
に
隆
顕
同
に
つ
い
て
は
、
表
紙
題
号
の
右
方
に

隆
師
の
御
自
筆
で

「不
信
者
堕
獄
事
」
と
あ
り
、
左
下
端
に

「
日
隆
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
隆
顕

０

・
隆
顕
０
に
関
す
る
こ
れ
以
上
の
情
報
や
字
句
の
異
同
な
ど
に
つ
い
て
は
、
特
に
言
及
し
て
お
ら
れ
な
い
。

小
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
あ
る

『顕
抄
』
の
三
写
本
に
つ
い
て
、
現
在
最
も
汎
用
性
の
高
い
と
思
わ
れ
る
定
本
に

所
収
さ
れ
る

『顕
抄
』
を
軸
に
、
各
々
の
字
句
の
異
同
に
つ
い
て
整
理
を
行

っ
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
春
師
本

ｏ
隆
顕
ω

・
隆
顕
０

の
各
々
の
異
同
に
つ
い
て
も
検
証
を
行
い
つ
つ
、
春
師
本

・
隆
顕
ω

・
隆
顕
０
に
関
し
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。

上
述
し
た
よ
う
に
、
定
本
は
書
誌
情
報
や
本
文
決
定
な
ど
に
関
し
て
問
題
を
手
む
も
の
と
の
指
摘
が
あ
る
。
だ
が
、
『顕
抄
』
は

真
蹟
が
現
存
し
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
他
に
信
頼
性
の
高
い
テ
キ
ス
ト
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
の
も
現
状
で
あ
る
。
こ
う
し
た

状
況
に
お
い
て
、
定
本
所
収
の

『顕
抄
』
を
軸
に
議
論
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
共
通
の
視
点
を
与
え
る
と
い
う
点

に
お
い
て
は
有
効
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

よ
っ
て
小
稿
で
は
、
春
師
本

・
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
と
順
を
追

っ
て
定
本
と
の
異
同
を
検
証
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
共
通
の
認
識
を
深

め
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、
春
師
本

・
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
の
各
々
の
異
同
や
対
照
結
果
な
ど
に
つ
い
て
も
、
総
合
的
に
検

討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

な
お
小
稿
で
の
考
察
に
お
い
て
は
、
定
本

・
春
師
本

・
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
で
用
い
ら
れ
て
い
る
如
何
な
る
異
体
字
も
、
字
義
や
字

『顕
ユ
エ
そ
炒
』
に
関
す
る
一
考
慕



旬
に
異
同
は
無
い
も
の
と
み
な
す
。
反
対
に
異
同
が
あ
る
と
み
な
す
の
は
、
字
義
の
異
な
る
字
句
の
使
用
や
、
字
句
の
増
減
が
認
め

ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
字
体
に
つ
い
て
は
、
定
本
並
び
に
三
写
本
と
も
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
て
表
す
こ
と
と
す
る
。
ま

た
定
本
に
無
い
漢
字
に
関
し
て
も
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
る
。

一
、
春
師
本
と
定
本
と
の
比
較
検
証

ま
ず
は
春
師
本
と
定
本
と
の
字
句
の
異
同
に
つ
い
て
、
比
較
検
証
を
行
い
た
い
。
表
Ｉ
は
、
春
師
本
と
定
本
と
の
字
句
の
異
同
に

つ
い
て
、　
一
覧
表
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
行
数
の
設
定
に
当
た

っ
て
は
、
「顕
立
正
意
抄
」
と
い
う
題
名
も

一
行
に
含
め
た
。
異

同
の
表
記
法
に
お
い
て
は
、
抜
け
字
の
認
め
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
■
で
表
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
字
句
に
傍
線
を
付
す
こ
と
を

原
則
と
し
た
。
例
え
ば
表
Ｉ
ｌ
に
お
い
て
、
定
本
で
は

「顕
立
正
意
抄
」
、
春
師
本
で
は

「顕
立
正
意
■
」
と
あ
る
の
は
、
定
本
で

は

「抄
」
の
字
句
が
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
春
師
本
で
は
そ
の
字
句
が
抜
け
落
ち
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
逆
の
場
合
、

す
な
わ
ち
春
師
本
に
は
記
さ
れ
て
い
る
字
句
が
、
定
本
で
は
抜
け
落
ち
て
い
る
場
合
も
同
様
に
表
し
た
。
ま
た
、
両
者
の
表
記
が
全

く
異
な
る
場
合
は
、
該
当
す
る
字
句
に
各
々
傍
線
を
付
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
字
句
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
。
例
え
ば
表

Ｉ
４
で
、
定
本
で
は

「帝
王
者
安
国
家
」
、
春
師
本
で
は

「帝
王
者
基
国
家
」
と
あ
る
の
は
、
「安
」
と

「基
」
と
の
字
句
の
異
同
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
異
同
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は

一
つ
の
異
同
を
含
ん
だ

一
部
分
ず

つ
を
抜
き
書
き
し
て
あ
る
。
だ
が
、
表
Ｉ

８

ｏ
ｌＯ

ｏ
２．

．
２２

ｏ
２７
の
五
箇
所
に
つ
い
て
は
、
異
同
が
二
つ
認
め
ら
れ
る
も
の
を
都
合
上
併
せ
て

一
ま
と
め
に
表
記
し
て
い
る
。

備
考
欄
に

「
２
」
と
記
し
て
あ
る
の
は
、
そ
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
春
師
本
と
定
本
と
の
異
同
数
は
、
題
名
も
含
め



て
全
部
で
三
五
と
な

っ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
定
本
で
異
同
が
明
確
に
註
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
三
箇
所

〔表
Ｉ
ｌ
ｏ
３
・
６
〕
だ
け
で
あ
る
。
定
本
の

「凡
例
」
に
は
、
真
蹟
が
現
存
し
な
い
遺
文
に
つ
い
て
は
古
写
本
な
ど
と
校
合
し
、
底

本
と
の
字
句
の
異
同
を
表
し
て
い
る
こ
と
を
註
記
し
て
い
る
。
だ
が
小
稿
の
検
証
結
果
に
よ
れ
ば
、
春
師
本
と
の
字
句
の
異
同
は
、

上
述
し
た
高
木
豊
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
定
本
で
は
全
て
註
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

さ
て
こ
れ
ら
の
異
同
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
①

『立
正
安
国
論
』
か
ら
の
引
用
文
の
箇
所
、
②

『立
正
安
国
論
』
か
ら
の
引
用
文

以
外
の
箇
所
、
③
そ
の
他
に
注
意
を
引
く
も
の
、
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
整
理
を
行
い
つ
つ
、
留
意
し
て
お
き
た
い
例
を
い
く
つ

か
取
り
あ
げ
て
示
し
た
い
。

初
め
に
①

『立
正
安
国
論
』
か
ら
の
引
用
文
の
箇
所
に
お
い
て
、
春
師
本
と
定
本
と
の
異
同
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
表
Ｉ
２

・

３

ｏ
４
の
三
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
特
に
興
味
深
い
の
は
表
Ｉ
４
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
表
Ｉ
４
で
は
定
本
で

「帝
王
者
安
国
家
」
と
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
、
春
師
本
で
は

「帝
王
者
基
国
家
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
「安
」
と

「基
」
と
の
字
句

の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
箇
所
が

『顕
抄
』
の
原
文
で
如
何
に
表
記
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
真
蹟
が
現
存
し
な
い
と

さ
れ
る
た
め
、
現
時
点
で
辿
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『立
正
安
国
論
』
の
原
文
で
は

「帝
王
者
川
国
家
」
と

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
注
意
を
引
く
。
で
は
、
春
師
本
に
も

『立
正
安
国
論
』
に
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い

「安
」
の
字
句
が
、
定

本
所
収
の

『顕
抄
』
の
本
文
で
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
い
っ
た
い
如
何
な
る
事
情
に
よ
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た

「安
」
の
字
句
の
解
釈
に
お
い
て
、
「基
」
の
字
義
を
考
慮
に
加
え
る
か
否
か
は
、
文
意
の
解
釈
に
も
影
響
を
与
え
る
問
題
で
あ
る
。

そ
れ
は
ま
た
、
定
本
に
所
収
さ
れ
る

『顕
抄
』
の
よ
う
に
、
『顕
抄
』
本
文
の
復
元
を
行
お
う
と
す
る
試
み
に
も
深
く
関
わ

っ
て
く

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
定
本
所
収
の

『顕
抄
』
に
お
い
て
は
、
本
文
批
判
が
や
は
り
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
て
、
文
意
の
解
釈
に
お
い
て
表
Ｉ
４
ほ
ど
大
き
な
影
響
を
与
え
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
同
様
の
問
題
を
抱
え
る
も
の
と
し
て
、

『顕
ユ
エ
そ
炒
』
に
関
す
る
一
考
慕
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表
Ｉ
　
春
師
本
異
同
表

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

定
本
頁
数

九 八 五 一
一一一

一
二
一
〇
九 七 定

本
行
数

設
雖
為
禽
獣
可
感
可
驚

何
況
今
年
既
彼
国
災
兵
之
上
奪
取
二
箇
国

去
文
永
五
年
蒙
古
国
牒
状
所
渡
来
我
朝
有
賢
人

可
怪
之

分
身
諸
仏
長
舌
付
梵
天
給
難
信
用
欺

名
日
光
明
如
来
等
一芸
　
■
■

|

|

又
第
三
巻
云
我
此
弟
子
摩
訂
迦
葉

乃
至
当
得
作
仏

二
月
十
五
日
般
涅
槃
給
耳

仏
記
云
卸
■
後
三
月
我
当
般
涅
槃
等
云
云

死
後
生
於
食
吐
鬼

己
上
立
正
安
国
論
言
也

帝
王
者
安
国
家

百
鬼
早
乱
万
民
多
亡

大
集
経
三
災
之
内

顕
立
正
意
抄

定

　

本

設
雖
為
禽
獣
■
■
可
驚

何
況
今
年
既
彼
国
文
付
兵
之
上
奪
取
二
箇
国

去
文
永
五
年
蒙
古
■
牒
状
所
渡
来
我
朝
有
賢
人

可
怪
之

分
身
諸
仏
長
舌
付
梵
天
■
難
信
用
欺

名
日
光
明
如
来
等
一要
　
一二
巻

又
■
■
■
云
我
此
弟
子
摩
訂
迦
■

■
■
当
得
作
仏

二
月
十
五
日
■
涅
槃
了
■

仏
記
云
卸
月
後
三
月
我
当
般
涅
槃
等
云
云

死
後
生
於
■
吐
鬼

已
上
立
正
安
国
論
言
■

帝
王
者
基
国
家

百
鬼
早
乱
■
民
多
亡

大
集
経
三
災
■
内

顕
立
正
意
■

春
　
師
　
本

備
考



30 28 27 26 25 24 23 20

八
四
二

八
四
二

八
四
二

八
四
二

八
四
二

八
四
二

八
四
二

八
四
二

八
四

一
～

八
四
二

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

四 四 一
四
～

一

一
四
≡

下

一
四

一
一一一

一
二
～
≡
一

日
蓮
　
記
之

文
永
十

一
年
太
歳
甲
戊
十
二
月
十
五
日

其
時
不
可
恨
我
等
．

臨
終
之
時
可
現
阿
鼻
獄
之
相

以
四
悉
檀
適
時
而
己

若
不
爾
■
為
奴
婢
奉
持
者

若
不
爾
■
以
珍
宝
積
仏
前

如
薬
王
楽
法
■
焼
臀
剥
皮

欲
是
免
者
各
■

設
不
経
千
劫
或

一
無
間
或
二
無
間

但
名
仮
之
不
染
心
中
信
心
薄
者

或
信
或
伏
或
随
或
従
■
但
名
仮
之

今
日
蓮
弟
子
等
亦
如
是

猶
先
謗
依
強
先
堕
阿
鼻
大
城
経
歴
千
劫
受
大
苦
悩

今
以
普
合
案
未
来

口日
蓄
建　
　
在
御
判

文
永
十

一
年
■
■
甲
戊
十
二
月
十
五
日

其
時
不
■
恨
我
等
一套

臨
終
之
時
■
現
阿
鼻
■
■
■

以
四
悉
■
適
時
而
已

若
不
爾
者
為
奴
婢
奉
持
者

若
不
爾
者
以
珍
宝
積
仏
前

如
薬
王
迦
葉
等
焼
臀
剥
皮

■
■
■
■
各
々

設
不
経
千
劫
■

一
無
間
■
二
無
間

但
名
仮
之
■
■
■
■
■
■
■
■

或
信
或
伏
或
随
或
従
或
但
名
仮
之

今
日
蓮
弟
子
等
■
■
■

猶
先
謗
依
強
先
堕
阿
鼻
大
城
経
歴
千
劫
■
■
■
■

今
以
普
合
案
未
■

『顕
ユ
エ
そ
炒
』
に
関
す
る
一
考
慕



表
Ｉ
２
が
挙
げ
ら
れ
る
。
表
Ｉ
２
で
は
、
定
本
で

「大
集
経
三
災
之
内
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
春
師
本
で
は

「大
集
経
三
災
■
内
」

と
な
っ
て
い
る
。
『立
正
安
国
論
』
で
は

「大
集
経
三
災
■
内
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『立
正
安
国
論
』
の
原
文
と

一
致
し
て

い
る
の
は
春
師
本
の
方
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
春
師
本
や

『立
正
安
国
論
』
に
は
見
ら
れ
な
い
字
句
が
定
本
で
採
用
さ
れ
て
い
る

点
に
お
い
て
、
表
Ｉ
２
に
は
表
Ｉ
４
と
同
じ
よ
う
な
性
質
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。

表
Ｉ
３
で
は
、
定
本
で

「百
鬼
早
乱
万
民
多
亡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
春
師
本
で
は

「百
鬼
早
乱
■
民
多
亡
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
？
つ
ち
、
『立
正
安
国
論
』
の
原
文
の

「百
鬼
早
乱
万
民
多
亡
」
と

一
致
し
て
い
る
の
は
、
定
本
の
方
で
あ
る
。
つ

ま
り
春
師
本
で
は
、
『立
正
安
国
論
』
の
原
文
と
比
べ
て

「万
」
字
が
抜
け
落
ち
た
表
記
と
な

っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
①
で
の
調
査
か
ら
判
明
し
た
の
は
、
定
本
の

『顕
抄
』
に
お
け
る

『立
正
安
国
論
』
か
ら
の
引
用
文
の
箇
所
に

は
、
春
師
本
と

『立
正
安
国
論
』
の
原
文
に
は
見
ら
れ
な
い
字
句
が
二
つ
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
果
た
し
て
こ
れ

ら
二
つ
の
字
句
は
、
い
っ
た
い
如
何
な
る
根
拠
に
基
づ
い
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
典
拠
が
明
確
に
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
所
で
あ
る
。

続
い
て
、
②

『立
正
安
国
論
』
か
ら
の
引
用
文
以
外
の
箇
所
で
留
意
さ
れ
る
例
と
し
て
、
こ
こ
で
は
表
Ｉ
ｌＯ

ｏ
ｌｌ

ｏ
・４
ｏ
・９
を
取

り
あ
げ
た
い
。
ま
ず
表
Ｉ
ｌＯ
に
お
い
て
は
、
定
本
で
は

「又
第
三
巻
云
我
此
弟
子
摩
訂
迦
葉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
春
師
本
で

は

「又
■
■
■
云
我
此
弟
子
摩
訂
迦
■
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
表
Ｉ
ｌｌ
に
お
い
て
は
、
定
本
で
は

「名
日
光
明
如
来
等
一套
　
■

■
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
春
師
本
で
は

「名
日
光
明
如
来
等
一套
　
一二
巻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
表
Ｉ
ｌｏ
ｅ
ｌｌ
で
は
、

買
第
）
三
巻
」
の
字
句
を
表
記
す
る
位
置
関
係
が
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
対
応
関
係
に
つ
い

て
は
、
次
章
以
下
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
定
本
と
春
師
本
の
み
な
ら
ず
、
隆
顕
ω

・
隆
顕
０
と
の
比
較
に
お
い
て
も
特
徴
的
な
要
素

の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。



表
Ｉ
ｌ４
に
お
い
て
は
、
定
本
で
の

「災
」
の
字
句
が
、
春
師
本
で
は

「文
付
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
文
意
と
し
て
よ
く
通
る
の
は
、

「災
」
の
場
合
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
で
は
、
定
本
で

「災
」
と
記
さ
れ
た
の
は
、
如
何
な
る
根
拠
に
基
づ
い
て
の
こ
と

だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
行
学
朝
師
本
と
の
対
照
も
含
め
、
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

だ
が
、
仮
に
行
学
朝
師
本
で

「災
」
と
記
さ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
定
本
所
収
の

『顕
抄
』
本
文
が
決
定
さ
れ
る
際
に
は
、
行

学
朝
師
本
に
基
づ
い
て

「災
」
の
字
句
を
採
用
し
た
可
能
性
も
浮
か
び
上
が
る
。
ま
た
こ
の
箇
所
を
含
む
、
定
本
と
春
師
本
と
の
全

三
五
の
異
同
箇
所
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
春
師
本
に
は
無
い
字
句
が
定
本
で
採
用
さ
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
も
注
意
を
払
い
な

が
ら
、
行
学
朝
師
本
と
の
対
照
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
定
本
の

『顕
抄
』
の
字
句
が
如
何
な
る

根
拠
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。

表
Ｉ
ｌ９
で
は
、
定
本
で

「或
信
或
伏
或
随
或
従
■
但
名
仮
之
」
と
あ
る
の
が
、
春
師
本
で
は

「或
信
或
伏
或
随
或
従
或
但
名
仮

之
」
と
あ
り
、
「或
」
の
字
句
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
定
本
で
は
読
点
に
よ
っ
て
二
文
節
に
区
切
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
、

「或
」
の
字
句
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
で

一
文
節
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
も
表
Ｉ
ｌ４
等
と
同
様
に
、
定
本
で
は
如
何
な
る
根
拠
に
基
づ

い
て

「或
」
の
字
句
が
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
存
在
し
て
い
る
。
と
同
時
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
箇
所
も

同
じ
く
、
定
本
と
春
師
本

・
隆
顕
ω

・
隆
顕
Ｄ
と
の
比
較
に
お
い
て
特
徴
を
示
す
要
素
の

一
つ
と
な

っ
て
い
る
。

最
後
に
③
そ
の
他
に
注
意
を
引
く
も
の
と
し
て
、
こ
こ
で
は
ま
ず
表
Ｉ
２３
を
取
り
あ
げ
て
お
き
た
い
。
表
Ｉ
２３
で
は
、
定
本
に
は

「楽
法
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
春
師
本
で
は

「測
剰
割
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
異
同
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、

春
師
本
に
は
何
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
こ
れ
ら
の
異
同
か
ら
は
、
「楽
法
」
と

「迦
葉
」
と
い
う
、
少
な
く
と
も
二
通
り
の

表
記
の
写
本
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
春
師
本
に
は
、
最
後
の

一
行

「文
永
十

一
年
■
■
甲
戊
十
二
月
十
五
日
　
日
蓮
　
在
軒
」
の
後
に
、
さ
ら
に

一
行
を
設
け
て

『顕
ユ
エ
そ
炒
』
に
関
す
る
一
考
慕
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「嘉
元
二
年
十
月
十
日
了
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
奥
書
に
つ
い
て
は
す
で
に

『日
蓮
聖
人
遺

文
辞
典
　
歴
史
篇
』
の

「
日
春
」
の
項
目
で
、
「日
春
の
書
写
し
た
遺
文
に

「嘉
元
二
年
十
月
十
日
」
の
奥
書
を
有
す
る

『顕
立
正

意
抄
』
お
よ
び

『色
心
二
法
抄
』
が
あ
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
こ
に
は
、
「嘉
元
二
年
十
月
十
日
」
の
後
に

続
く

「了
」
と
見
え
る

一
字
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
だ
が
こ
の

「了
」
と
見
え
る

一
字
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
奥

書
と
は
、
春
師
の
書
写
し
終
え
た
日
時
が
嘉
元
二
年

（
〓
一一〇
四
年
）

一
〇
月

一
〇
日
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
す
る
な
ら
ば
、
春
師
本
と
は
、
『顕
抄
』
が
日
蓮
聖
人
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
ち
ょ
う
ど
三
〇
年
後
、
日
蓮
聖
人
が
御
入
滅

（
〓
一

人
三
年
）
さ
れ
て
三
二
年
後
に
書
写
し
終
え
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た

『日
蓮
宗
事
典
』
に
よ
れ
ば
、
春
師
の
生
没
年

は

一
二
三
〇
年
よ
り

一
三

一
一
年
ま
で
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
春
師
本
と
は
春
師
が
満
七
四
歳
、
没
年
の
約
七
年
前
に
書
写
し
終
え

た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
章
の
目
的
と
す
る
定
本
と
春
師
本
と
の
異
同
に
直
接
関
わ
る
事
柄
で
は
な
い
が
、
春
師
本
に
お

け
る
貴
重
な
書
誌
情
報
と
し
て
記
し
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
付
言
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
校
合
を
行

っ
た
写
本
の
書
誌
情
報
に

つ
い
て
も
、
定
本
で
は
可
能
な
限
り
註
記
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
定
本
と
春
師
本
と
の
異
同
に
つ
い
て
比
較
検
証
を
行
い
、
主
に
三
つ
の
観
点
か
ら
整
理
し
つ
つ
、
興
味
深
い
箇
所
を
幾
つ

か
取
り
あ
げ
て
き
た
。
紙
数
の
制
限
も
あ
り
、
全
て
の
異
同
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
表
Ｉ
２０
の
よ
う
に
、

字
句
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
こ
と
で
文
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
例
も
見
ら
れ
る
た
め
、
決
し
て
軽
視
は

で
き
な
い
。
ま
た
、
定
本
と
春
師
本
と
の
異
同
が
三
五
数
え
ら
れ
、
そ
の
う
ち
定
本
に
註
記
さ
れ
て
い
る
の
は
三
箇
所
だ
け
だ
っ
た

と
い
う
検
証
結
果
に
つ
い
て
も
、
注
意
さ
れ
る
べ
き
事
実
で
あ
る
。
真
蹟
が
現
存
し
な
い
と
さ
れ
る
以
上
、
少
な
く
と
も
本
章
で
検

証
さ
れ
た
結
果
に
つ
い
て
は
、
定
本
に
お
い
て
全
て
明
記
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



二
、
隆
顕
０
と
定
本
と
の
比
較
検
証

次
に
隆
顕
０
と
定
本
と
の
字
句
の
異
同
に
つ
い
て
、
春
師
本

・
隆
顕
０
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
検
証
を
行
い
た
い
。
表
Ⅱ

は
、
隆
顕
ω
と
定
本
と
の
字
句
の
異
同
に
つ
い
て
、　
一
覧
表
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
行
数
の
設
定
や
異
同
の
表
現
法
に
つ
い
て
は
、

表
Ｉ
と
同
様
で
あ
る
。
字
句
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
表
Ｉ
と
同
様
に
、
基
本
的
に
は

一
つ
の
異
同
を
含
ん
だ

一
部
分
ず
つ
を

抜
き
書
き
し
て
あ
る
。
た
だ
し
、
表
Ⅱ
８

ｏ
ｌ３
の
二
箇
所
に
つ
い
て
は
、
異
同
が
二
つ
認
め
ら
れ
る
も
の
を
都
合
上
併
せ
て
表
記
し

て
い
る
。
備
考
欄
に

「
２
」
と
あ
る
の
は
、
表
Ｉ
と
同
様
に
そ
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
隆
顕
０
と
定
本
と
の
異
同
は
、

題
名
も
含
め
て
全
部
で
二
八
数
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
春
師
本
の
三
五
よ
り
も
七
つ
少
な
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
す

な
わ
ち
、
春
師
本
と
隆
顕
０
と
が
全
く
同
文
で
は
な
い
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
と
同
時
に
、
隆
顕
０
は
定
本
に
よ
り
近
い
字
句
の

列
び
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
異
同
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
前
章
で
示
し
た
①
②
③
の
三
つ
の
観
点
か
ら
整

理
し
つ
つ
、
留
意
し
て
お
き
た
い
例
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

①

『立
正
安
国
論
』
か
ら
の
引
用
文
の
箇
所
に
お
い
て
、
隆
顕
０
と
定
本
と
の
字
句
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
表
Ⅱ
２

・

３

ｏ
４

・
５
ｏ
６

・
７

・
８
の
七
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
春
師
本
と
定
本
と
の
異
同
と
比
べ
る
と
、
四
つ
多
い
。
ま
た
、
『立
正
安

国
論
』
か
ら
の
引
用
文
で
は
な
い
が
、
表
Ⅱ
９
に
示
す
よ
う
に
、
以
上
の
文
章
が

『立
正
安
国
論
』
か
ら
の
引
用
文
で
あ
る
こ
と
を

表
す

「已
上
立
正
安
国
論
言
也
」
と
い
う

一
文
が
、
隆
顕
０
で
は
す

っ
か
り
抜
け
落
ち
て
い
る
。

さ
て
こ
れ
ら
の
う
ち
、
春
師
本
や
隆
顕
０
と
の
対
照
か
ら
着
目
し
た
い
の
は
、
表
Ⅱ
６

ｏ
７

ｏ
８
の
三
箇
所
で
あ
る
。
ま
ず
表
Ⅱ

６
で
は
、
定
本
の

「此
災
未
露
此
難
未
来
」
が
、
隆
顕
０
で
は

「此
災
未
窮
此
難
未
来
」
と
あ
り
、
「露
」
の
字
句
が

「窮
」
と

『顕
ユ
エ
そ
炒
』
に
関
す
る
一
考
慕



表
Ⅱ
　
隆
顕
０
異
同
表

13

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八

四

一

八
四

一

八
四
〇

八
四
〇

八

四

〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八

四

〇

定
本
頁
数

九 五 四 九 七
～
八

七 四 定
本
行
数

設
雖
為
禽
獣
可
感
可
驚

分
身
諸
仏
長
舌
付
梵
天
給
難
信
用
欺

此
等
経
文
仏
記
未
来
世
事

名
日
光
明
如
来
等
一要
　
■
■

又
第
三
巻
云
我
此
弟
子
摩
訂
迦
葉

乃
至
当
得
作
仏

二
月
十
五
日
般
涅
槃
給
耳

己
上
立
正
安
国
論
言
也

而
治
天
下
■
人
臣
者
領
田
園

帝
王
者
安
国
家

此
災
未
露
此
難
未
来

大
集
経
三
災
之
内

所
以
他
国
侵
逼
難
自
界
叛
逆
難
也

薬
師
経
七
難
内
五
難

見
大
地
震
勘
定
之
書
立
正
安
国
論
云

顕
立
正
意
抄

定
　
本

設
雖
■
禽
獣
可
感
可
驚

分
身
諸
仏
長
舌
付
梵
天
■
難
信
用
欺

此
等
■
文
仏
記
未
来
世
事

名
日
光
明
■
■
等
一要
　
一二
巻

又
■
■
■
云
我
此
弟
子
摩
訂
迦
葉

■
■
当
得
作
仏

二
月
十
五
日
般
涅
槃
■
耳

■
■
■
■
■
■
■
■
■

而
治
天
下
之
人
民
者
領
田
園

帝
王
者
基
国
家

此
災
未
窮
此
難
未
来

大
集
経
三
災
■
内

所
以
他
国
侵
逼
難
自
界
逆
叛
難
也

薬
師
経
■
■
内
五
難

見
大
地
震
勘
定
■
書
立
正
安
国
論
云

顕
立
正
意
■

隆
顕
ω

備
考
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26 24 22 20

八
四
二

八
四
二

八
四
二

八
四
二

八
四
二

八
四
二

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

一
～
二

一
一一一

一
二

其
時
不
可
恨
我
等
一要

我
弟
子
等
之
中
信
心
薄
淡
者

若
不
爾
■
為
奴
婢
奉
持
者

若
不
爾
■
以
珍
宝
積
仏
前

若
不
爾
者
五
体
投
地
偏
流
汗

如
薬
王
楽
法
■
焼
臀
剥
皮

或
信
或
伏
或
随
或
従
■
但
名
仮
之

今
日
蓮
弟
子
等
亦
如
是

彼
不
軽
軽
毀
■
衆
現
身
加
信
伏
随
従
四
字

阿
鼻
大
城
大
地
如
為
的

其
時
不
■
恨
我
等
一套

我
弟
子
■
之
中
信
心
薄
淡
者

若
不
爾
者
為
奴
婢
奉
持
者

若
不
爾
者
以
珍
宝
積
仏
前

若
不
爾
者
五
体
投
地
偏
流
行

如
薬
王
迦
葉
等
焼
臀
剥
皮

或
信
或
伏
或
随
或
従
或
但
名
仮
之

今
日
蓮
弟
子
等
又
如
是

彼
不
軽
軽
毀
之
衆
現
身
加
信
伏
随
従
四
字

阿
鼻
大
城
大
地
■
為
的

小
字
で

「汗
」

と
あ
り

小
字
で

「楽
法

イ
」
と
あ
り

な

っ
て
い
る
。
『立
正
安
国
論
』
の
原
文
で
は

「露
」
の
字
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
口
、
こ
こ
は

「露
」
と
考
え
る
の
が

妥
当
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
次
章
の
表
Ⅲ
５
で
示
す
よ
う
に
、
隆
顕
０
で
も

「窮
」
の
字
句
が

用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「窮
」
の
字
句
を
用
い
た
系
統
の
写
本
が
あ

っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
隆
顕
０
と
隆
顕
０
と
の
共
通
点
を
示
す
も
の
と
し
て
関
心
を
引
く
。

『顕
ユ
エ
そ
妙
』
に
関
す
る

一
考
来



表
Ⅱ
７
は
、
定
本
で

「帝
王
者
安
国
家
」
と
あ
る
の
が
、
隆
顕
０
で
は

「帝
王
者
基
国
家
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
「安
」
と

「基
」
の
字
句
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
定
本
と
春
師
本
と
で
も
同
じ
異
同
が
認
め
ら
れ
る

〔表
Ｉ
４
〕
。
こ
こ
に
は
、
春
師
本
と
隆
顕
０
と
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る

一
方
で
い
両
写
本
と
定
本
と
の
相
違
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

表
Ⅱ
８
で
は
、
定
本
で

「而
治
天
下
■
人
臣
者
領
田
園
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
隆
顕
０
で
は

「而
治
天
下
之
人
民
者
領
田

園
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『立
正
安
国
論
』
の
原
文
は
定
本
の

『顕
抄
』
と

一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は

「之
」
の
字
句

は
も
と
も
と
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た

「民
」
で
は
な
く

「臣
」
の
字
句
が
記
さ
れ
て
い
た
と
見
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
も

っ
と

も
、
「臣
」
に
は

「た
み
、
庶
人
、
下
民
」
の
意
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「民
」
で
も
字
義
と
し
て
は
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
な
お
隆
顕

０

〔表
Ⅲ
７
〕
で
も
、
隆
顕
０
と
同
様
に

「民
」
の
字
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。

続
い
て
②

『立
正
安
国
論
』
か
ら
の
引
用
文
以
外
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
表
Ⅱ
ｌ２

・
‐３

ｏ
２０
を
取
り
あ
げ
た
い
。
表
Ⅱ

・２
に
お
い
て
、
定
本
で
は

「又
第
三
巻
云
我
此
弟
子
摩
訂
迦
葉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
隆
顕
ω
で
は

「又
■
■
■
云
我
此
弟
子

摩
訂
迦
葉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
表
Ⅱ
ｌ３
で
は
、
定
本
で
は

「名
日
光
明
如
来
等
一套
　
■
■
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
隆
顕

０
で
は

「名
曰
光
明
■
■
等
一套
　
一二
巻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
表
Ⅱ
ｌ２

ｏ
・３
は
、
買
第
）
三
巻
」
の
表
記
さ
れ
る
位
置

が
、
対
応
し
た
関
係
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
対
応
関
係
は
、
前
章
の
表
Ｉ
ｌＯ

ｏ
ｌｌ
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
春
師
本
で
は

「摩
訂

迦
■
」
と

「葉
」
の
字
句
が
抜
け
落
ち
て
い
る
こ
と

〔表
Ｉ
ｌＯ
〕
や
、
「如
来
」
の
字
句
が
定
本
と
同
様
に
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

〔表
Ｉ
ｌｌ
〕
な
ど
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
定
本
と
春
師
本
の
も
の
と
同
様
で
あ
る
。
従

っ
て
こ
の
箇
所
は
、
春
師
本
と
隆
顕
０
と

の
共
通
点
と
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
両
写
本
と
定
本
所
収

『顕
抄
』
の
本
文
を
決
定
す
る
際
に
参
照
さ
れ
た
写
本
と
で
は
、
異
な
る

系
統
を
汲
ん
で
い
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
、
窺
わ
せ
て
い
る
。

表
Ⅱ
２０
で
は
、
定
本
で

「或
信
或
伏
或
随
或
従
■
但
名
仮
之
」
と
あ
る
の
が
、
隆
顕
０
で
は

「或
信
或
伏
或
随
或
従
或
但
名
仮
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之
」
と
、
「或
」
の
字
句
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
章
の
表
Ｉ
ｌ９
で
確
認
し
た
、
定
本
と
春
師
本
と
の
異
同
と
全
く
同

一

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
春
師
本
と
隆
顕
０
と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る

一
方
で
、
両
写
本
と
定
本
と
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の

こ
と
は
、
隆
顕
ω
が
春
師
本
系
統
の
流
れ
を
汲
む
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
定

本
所
収
の

『顕
抄
』
の
本
文
を
決
定
す
る
際
に
参
照
さ
れ
た
写
本
と
は
、
異
な
る
系
統
を
汲
ん
で
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

③
そ
の
他
に
注
意
を
引
く
も
の
と
し
て
は
、
表
Ⅱ
２‐

。
２２
を
取
り
あ
げ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
表
Ⅱ
２．
で
は
、
定
本
で

「如
薬
王
楽

法
■
焼
腎
剥
皮
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
隆
顕
０
で
は

「如
薬
王
迦
葉
等
焼
腎
剥
皮
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る

の
は
、
隆
顕
０

「迦
葉
等
」
の
右
横
に
、
小
字
で

「楽
法
イ
」
と
い
う
書
き
込
み
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
書
き
込
み
と

は
、
「楽
法
」
と
記
す
異
本
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
定
本
の

『顕
抄
』
に
は

「楽
法
」
と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
本
所
収
の

『顕
抄
』
の
本
文
を
決
定
す
る
際
に
参
照
さ
れ
た
写
本
、
も
し
く
は
行
学
朝
師
本
に
は
、
「楽

法
」
と
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
「楽
法
イ
」
の
書
き
込
み
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
に
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

本
文
の
行
間
に
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
文
を
書
写
し
終
え
た
後
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
の
筆
致

か
ら
は
、
「楽
法
イ
」
の
記
入
者
と
隆
顕
０
の
筆
記
者
と
は
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

ま
た
表
Ⅱ
２２
で
は
、
定
本
に
は

「若
不
爾
者
五
体
投
地
偏
身
流
汗
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
隆
顕
０
で
は

「若
不
爾
者
五
体
投

汗
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

汗

地
偏
身
流
行
」
と
あ
る
。
「行
」
と
は
、
や
は
り

「行
」
の
右
横
に
小
字
で

「汗
」
と
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

も

つ
と
も
こ
れ
に
は
、
先
述
し
た
表
Ⅱ
２‐
の
よ
う
に
、
異
本
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る

「イ
」
の
字
句
は
認
め
ら
れ
な
い
。

「行
」
の
字
句
は
、
ぎ
ょ
う
に
ん
べ
ん
の
部
分
が
少
し
潰
れ
て
不
明
瞭
な
印
象
を
与
え
て
は
い
る
が
、
特
に
消
去
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
も
な
い
。
ま
た
記
入
さ
れ
て
い
る

「汗
」
字
は
、
小
さ
い
た
め
判
断
が
困
難
で
は
あ
る
も
の
の
、
隆
顕
０
本
文
や
隆
顕
０
に
記
入

さ
れ
て
い
る

「楽
法
イ
」
の
筆
致
と
は
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
も
し
こ
の

「汗
」
字
の
記
入
者
が
、
隆
顕
０
本

『顕
ユ
エ
そ
炒
』
に
関
す
る
一
考
慕



文
の
筆
記
者
や
隆
顕
０
に

「楽
法
イ
」
を
記
し
た
人
物
と
異
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
箇
所
が
定
本
と
同
文
で
あ

る
隆
顕
０
を
参
照
し
た
後
に
、
隆
顕
ω

へ

「汗
」
字
を
記
入
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
判
断
の
材
料

に
は
乏
し
い
た
め
、
今
は
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。

隆
顕
０
本
文
の
筆
致
に
つ
い
て
は
、
隆
師
以
外
の

「他
筆
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
、
上
述
し
た
よ
う
に
株
橋
日
涌
上
人
が
す
で

に
示
し
て
お
ら
れ
る
。
さ
ら
に
株
橋
日
涌
上
人
は
、
隆
師
御
所
用
の
現
存
御
書
に
は
、
隆
師
以
外
に
日
存
聖
人

・
日
道
聖
人

。
登

師

・
智
本
師
が
書
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
も
、
併
せ
て
示
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
特
に
光
長
寺
東
之

坊
に
住
し
た
本
果
院
日
朝
聖
人

（
一
一一一九
四
～
一
四
六
工Ｏ

と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
休
息
立
正
寺
で

『富
木
入
道
殿

御
返
事
』

『観
心
本
尊
抄
副
状
』
の
二
御
書
を
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
智
本
師
で
あ
る
。
智
本
師
に
つ
い
て
は
、
こ
の
二
御

書
の
他
に
、
隆
師
著

『四
帖
抄
』
の
写
本
が
現
存
す
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
諸
条
件
か
ら
浮
か
び
上
が
る

一
つ
の
可

能
性
と
し
て
、
特
に
光
長
寺
と
の
関
係
か
ら
注
意
さ
れ
る
の
は
智
本
師
で
あ
ろ
う
。
だ
が
智
本
師
の
柔
ら
か
な
筆
致
と
、
力
強
い
印

象
を
与
え
る
隆
顕
０
本
文
の
筆
致
と
の
対
照
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
異
な
っ
て
い
る
の
は

一
目
瞭
然
だ
っ
た
。
よ
つ
て
隆
顕
０
を
智
本

師
が
書
写
し
た
と
い
う
可
能
性
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
隆
顕
０
に
は
、
春
師
本
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
奥

書
も
特
に
無
く
、
書
写
年
な
ど
も
未
詳
の
た
め
、
書
誌
的
問
題
に
つ
い
て
の
解
明
も
今
後
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
。

以
上
、
隆
顕
０
と
定
本
と
の
字
句
の
異
同
に
つ
い
て
、
春
師
本
や
隆
顕
０
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
少
し
く
考
察
を
加

え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
隆
顕
０
と
定
本
と
の
字
句
の
異
同
数
は
、
二
八
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
数
自
体
は
、
決
し
て
少

な
い
と
は
言
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
春
師
本
よ
り
七
つ
少
な
い
と
い
う
事
実
、
ま
た
春
師
本
と
隆
顕
０
と
に
は
定

本
に
は
見
ら
れ
な
い
共
通
点
も
認
め
ら
れ
る
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
は
、
如
何
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
隆

顕
ω
が
春
師
本
系
統
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
可
能
性
や
、
両
写
本
と
定
本
所
収

『顕
抄
』
の
本
文
を
決
定
す
る
際
に
参
照
さ
れ
た
写



本
と
で
は
異
な
る
系
統
を
汲
ん
で
い
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
、
想
像
さ
せ
る
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
ら
に
関
し
て
今

は
た
だ
、
そ
の
事
実
を
指
摘
す
る
に
止
め
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
章
を
通
じ
て
、
隆
顕
０
に
は

「楽
法
イ
」
や

「汗
」
の
書
き
込
み
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
智
本
師
が
隆
顕
０
本
文
の
筆
記
者
と
は
思
わ
れ
な
い
こ
と
な
ど
も
確
認
さ
れ
た
。

ま
だ
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
中
で
、
隆
顕
０
に
関
す
る
貴
重
な
書
誌
情
報
と
し
て
、
こ
れ
ら
は
注
意
さ
れ
る
べ
き
事
と
思
わ
れ
る
。

三
、
隆
顕
０
と
定
本
と
の
比
較
検
証

続
い
て
、
隆
顕
０
と
定
本
と
の
字
句
の
異
同
に
つ
い
て
、
や
は
り
春
師
本

・
隆
顕
０
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
検
証
を

行
い
た
い
。
表
Ⅲ
は
、
隆
顕
０
と
定
本
と
の
字
句
の
異
同
に
つ
い
て
、　
一
覧
表
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
記
の
方
法
は
表
Ｉ

・
Ⅱ

と
同
様
で
あ
り
、
基
本
的
に
は

一
つ
の
異
同
を
含
ん
だ

一
部
分
ず
つ
を
抜
き
書
き
し
て
い
る
。
だ
が
、
表
Ⅲ
７
ｏ
ｌ２
の
二
箇
所
に
つ

い
て
は
、
異
同
が
二
つ
認
め
ら
れ
る
も
の
を
、
都
合
上
併
せ
て
表
記
し
て
あ
る
。
そ
の
結
果
、
隆
顕
０
と
定
本
と
の
異
同
数
は
、
題

名
も
含
め
て
全
部
で
二
六
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
春
師
本
の
三
五
よ
り
も
九
つ
少
な
く
、
ま
た
隆
顕
０
の
二
八
よ
り
も
二
つ
少
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
隆
顕
０
と
春
師
本

・
隆
顕
０
と
は
、
字
句
が
全
く

一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
こ
こ
か

ら
は
、
隆
顕
０
が
他
の
二
写
本
と
比
べ
て
、
定
本
と
の
異
同
数
が
最
も
少
な
い
こ
と
も
分
か
る
。
こ
う
し
た
隆
顕
同
と
定
本
と
の
異

同
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
①
②
③
の
観
点
か
ら
整
理
を
行
い
つ
つ
、
留
意
し
た
い
例
を
中
心
に
確
認
し
て
い
き

た
い
。

①

『立
正
安
国
論
』
か
ら
の
引
用
文
の
箇
所
に
お
い
て
、
隆
顕
０
と
定
本
と
の
字
句
の
異
同
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
表
Ⅲ
２

ｏ

３

ｏ
４

・
５
・
６

・
７
の
六
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
隆
顕
０
に
見
ら
れ
な
い
の
は
、
定
本
に

「金
光
明
経
劇
種
種
災
禍

一

『顕
ユ
エ
そ
炒
』
に
関
す
る
一
考
慕



表
Ⅲ
　
隆
顕
同
異
同
表

10

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

定
本
頁
数

九 五 四 九 七
～
八

七 四 四 定
本
行
数

阿
鼻
大
城
大
地
如
為
的

設
雖
為
禽
獣
可
感
可
驚

分
身
諸
仏
長
舌
付
梵
天
給
難
信
用
欺

此
等
経
文
仏
記
未
来
世
事

名
曰
光
明
如
来
等
一要
　
■
■

又
第
三
巻
云
我
此
弟
子
摩
訂
迦
葉

乃
至
当
得
作
仏

二
月
十
五
日
般
涅
槃
給
耳

已
上
立
正
安
国
論
言
也

而
治
天
下
■
人
臣
者
領
田
園

帝
王
者
安
国
家

此
災
未
露
此
難
未
来

金
光
明
経
内
種
種
災
禍

一
一
雖
起

大
集
経
三
災
之
内

見
大
地
震
勘
定
之
書
立
正
安
国
論
云

顕
立
正
意
抄

定
　
本

阿
鼻
大
城
大
地
■
為
的

設
雖
■
禽
獣
可
感
可
驚

分
身
諸
仏
長
舌
付
梵
天
■
難
信
用
欺

此
等
■
文
仏
記
未
来
世
事

名
日
光
明
■
■
等
一要
　
一二
巻

又
■
■
■
云
我
此
弟
子
摩
訂
迦
葉

■
■
当
得
作
仏

二
月
十
五
日
般
涅
槃
■
耳

■
■
■
■
■
■
■
■
■

而
治
天
下
之
人
民
者
領
田
園

帝
王
者
基
国
家

此
災
未
窮
此
難
未
来

金
光
明
経
■
種
種
災
禍

一
一
雖
起

大
集
経
三
災
■
内

見
大
地
震
勘
定
■
書
立
正
安
国
論
云

顕
立
正
意
■

隆
顕
０

備
考



24 23 22 20

八
四
二

八
四
二

八

四

二

八
四
二

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

一
二

其
時
不
可
恨
我
等
．

我
弟
子
等
之
中
信
心
薄
淡
者

若
不
爾
■
為
奴
婢
奉
持
者

若
不
爾
■
以
珍
宝
積
仏
前

如
薬
王
楽
法
■
焼
臀
剥
皮

或
信
或
伏
或
随
或
従
■
但
名
仮
之

今
日
蓮
弟
子
等
亦
如
是

彼
不
軽
軽
毀
■
衆
現
身
加
信
伏
随
従
四
字

其
時
不
■
恨
我
等
一要

我
弟
子
■
之
中
信
心
薄
淡
者

若
不
爾
者
為
奴
婢
奉
持
者

若
不
爾
者
以
珍
宝
積
仏
前

如
薬
王
迦
葉
等
焼
腎
剥
皮

或
信
或
伏
或
随
或
従
或
但
名
仮
之

今
日
蓮
弟
子
等
又
如
是

彼
不
軽
軽
毀
之
衆
現
身
加
信
伏
随
従
四
字

小
字
で

「楽
法

イ
」
と
あ
り

一
雖
起
」
と
あ
り
、
隆
顕
０
に
お
い
て
は

「金
光
明
経
■
種
種
災
禍

一
一
雖
起
」
と

「内
」
字
の
抜
け
落
ち
が
認
め
ら
れ
る
表
Ⅲ
４

で
あ
る

〔表
Ⅳ
６
〕。
反
対
に
、
定
本
と
の
字
句
の
異
同
が
隆
顕
０
に
は
見
ら
れ
ず
、
隆
顕
０
に
見
ら
れ
る
の
は
、
表
Ⅱ
３
の
定
本

「薬
師
経
七
難
内
五
難
」
に
対
応
し
て
い
る
隆
顕
０

「薬
師
経
■
■
内
五
難
」、
ま
た
表
Ⅱ
４
の
定
本

「所
以
他
国
侵
逼
難
自
界
別
遡

難
也
」
に
対
応
し
て
い
る
隆
顕
ω

「所
以
他
国
侵
逼
難
自
界
遡
別
難
也
」
の
二
箇
所
で
あ
る

〔表
Ⅳ
３
ｏ
４
〕。
つ
ま
り

『立
正
安
国

論
』
か
ら
の
引
用
文
に
お
い
て
、
隆
顕
０
と
隆
顕
０
と
で
は
、
全
部
で
三
箇
所
の
異
同
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
方
で
、
残
る
引
用
部
分
に
お
け
る
定
本
と
隆
顕
同
と
の
異
同
の
う
ち
、
表
Ⅲ
３

・
６

〔表
Ⅳ
５
ｏ
９
〕
は
、
上
述
し
た
定
本
と

春
師
本

・
隆
顕
０
と
の
異
同

〔表
Ｉ
２
ｏ
４
、
表
Ⅱ
５
ｏ
７
〕
と
全
く

一
致
し
て
い
る
こ
と
も
、
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
確
認

『顕
ユ
エ
そ
沙
』
に
関
す
る
一
考
慕

-181-



し
て
い
く
と
、
表
Ⅲ
３
で
は
定
本
で
の

「大
集
経
三
災
之
内
」
が
、
隆
顕
０
で
は

「大
集
経
三
災
■
内
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

表
Ⅲ
６
で
は
、
定
本
で
の

「帝
王
者
安
国
家
」
が
、
隆
顕
同
で
は

「帝
王
者
基
国
家
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
引
用
部
分
に
お
け
る
残
り
の
異
同
の
う
ち
、
表
Ⅲ
２
ｏ
５
ｏ
７

〔表
Ⅳ
２
ｏ
７
ｏ
ｌＯ
〕
に
つ
い
て
は
、
隆
顕
０
と
隆
顕

０
と
に
の
み
認
め
ら
れ
る
共
通
項
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
と
、
表
Ⅲ
２
で
は
、
定
本
に

「見
大

地
震
勘
定
之
書
立
正
安
国
論
云
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
隆
顕
０
で
は

「見
大
地
震
勘
定
■
書
立
正
安
国
論
云
」
と
記
さ
れ
て
い

る

〔表
Ⅱ
２
〕。
表
Ⅲ
５
で
は
、
定
本
に

「此
災
未
露
此
難
未
来
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
隆
顕
同
で
は

「此
災
未
窮
此
難
未

来
」
と
記
さ
れ
て
い
る

〔表
Ⅱ
６
〕。
表
Ⅲ
７
で
は
、
定
本
に

「而
治
天
下
■
人
臣
者
領
田
園
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
隆
顕
０

で
は

「而
治
天
下
之
人
民
者
領
田
園
」
と
記
さ
れ
て
い
る

〔表
Ⅱ
８
〕。
さ
ら
に
は

『立
正
安
国
論
』
か
ら
の
引
用
文
で
は
な
い
が
、

表
Ⅲ
８
で
は
、
定
本
に

「已
上
立
正
安
国
論
言
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
隆
顕
０
に
は

「■
■
■
■
■
■
■
■
■
」
と
全
く
記

載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、
隆
顕
０
と
共
通
し
て
い
る
特
徴
の
一
つ
と
い
え
る

〔表
Ⅱ
９
〕。

続
い
て
、
②

『立
正
安
国
論
』
か
ら
の
引
用
文
以
外
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
表
Ⅲ
ｌｌ
・
１２
ｏ
・９
を
取
り
あ
げ
て
お
き
た
い
。
こ
の

三
箇
所
は
、
前
章
の
②
で
取
り
あ
げ
た
例
と

一
致
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
表
Ⅲ
ｌｌ
に
お
い
て
は
、
定
本
で
は

「又
第
三
巻
云
我
此
弟
子
摩
訂
迦
葉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
隆
顕
０
で
は

「又
■
■

■
云
我
此
弟
子
摩
訂
迦
葉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
表
Ⅲ
ｌ２
で
は
、
定
本
で
は

「名
日
光
明
如
来
等
一套
　
■
■
」
と
記
さ
れ
て
い

る
の
が
、
隆
顕
０
で
は

「名
日
光
明
■
■
等
一套
　
一二
巻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
表
Ⅲ
ｌｌ
ｏ
ｌ２
は
、
隆
顕
０
の
表
Ⅱ
ｌ２
ｏ
‐３
と

各
々
全
く

一
致
し
て
い
る
。
ま
た
隆
顕
０
と
同
様
に
、
「摩
訂
迦
■
」
と

「葉
」
字
が
抜
け
落
ち
て
い
る
こ
と
な
ど
を
除
け
ば
、

買
第
）
三
巻
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
位
置
が
、
春
師
本
と
同
様
な
対
応
関
係
に
も
あ
る

〔表
Ｉ
ｌＯ
ｏ
ｌｌ
〕ｏ
こ
の
関
係
は
、
春
師
本

・

隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
三
写
本
と
定
本
所
収

『顕
抄
』
の
本
文
を
決
定
す
る
際
に
参
照
さ
れ



た
写
本
と
が
、
別
の
系
統
を
汲
ん
で
い
る
可
能
性
を
思
わ
せ
る
箇
所
で
も
あ
る

〔表
Ⅳ
ｌ６
・
・７
〕ｏ

表
Ⅲ
ｌ９
で
は
、
定
本
で

「或
信
或
伏
或
随
或
従
■
但
名
仮
之
」
と
あ
る
の
が
、
隆
顕
０
で
は

「或
信
或
伏
或
随
或
従
劇
但
名
仮

之
」
と
、
「或
」
の
字
句
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
春
師
本
で
確
認
し
た
表
Ｉ
ｌ９
、
ま
た
隆
顕
０
で
確
認
し
た
表
Ⅱ
２０
と
同

様
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
も
、
春
師
本

・
隆
顕
ω

・
隆
顕
０
の
共
通
項
と
見
ら
れ
、
ま
た
三
写
本
と
定
本
と
の
相
違
点
で
も
あ

る

〔表
Ⅳ
２８
〕ｏ
定
本
に
は
無
い

「或
」
の
字
句
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
春
師
本

・
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
で
共
通
し
て
い
る
特

徴
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
ら
が
同
系
統
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
要
素
の
一
つ
と
も
な
っ
て
い
る
。

③
そ
の
他
に
注
意
を
引
く
も
の
と
し
て
は
、
ま
ず
表
Ⅲ
２０
を
取
り
あ
げ
た
い
。
表
Ⅲ
２０
に
示
す
よ
う
に
、
定
本
に
は

「如
薬
王
刹

■

■

■

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

楽

法

イ

法
■
腎
剥
皮
」
と
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
、
隆
顕
０
に
は

「如
薬
王
迦
葉
等
焼
腎
剥
皮
」
と
記
さ
れ
て
い
る

〔表
Ⅳ
３２
〕ｏ
つ
ま
り

隆
顕
０
で
の

「迦
葉
等
」
の
字
句
の
右
横
に
は
、
隆
顕
０

〔表
Ⅱ
２．
〕
と
全
く
同
様
に
、
小
字
で

「楽
法
イ
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
「楽
法
イ
」
と
い
う
書
き
込
み
に
つ
い
て
は
、
隆
顕
０
の
場
合
と
同
様
に
、
「楽
法
」
と
記
す
異
本
が
存
在
し
た
こ
と

を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
本
文
中
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
行
間
に
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
や
は
り
本
文
を
書
写
し
終
え
た
後
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
隆
顕
０
に
記
入
さ
れ
て

い
る

「楽
法
イ
」
と
隆
顕
０
本
文
と
の
筆
致
を
対
照
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
は
共
に
柔
ら
か
く
、
非
常
に
近
い
も
の
で
あ
る
よ
う
な

印
象
も
与
え
る
。　
一
方
で
、
隆
顕
０
に
記
入
さ
れ
て
い
る

「楽
法
イ
」
と
、
隆
顕
０
本
文
並
び
に
隆
顕
０
に
記
入
さ
れ
て
い
る

「楽

法
イ
」
の
筆
致
と
を
各
々
対
照
し
て
み
る
と
、
両
写
本
の
本
文
同
様
、
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、

隆
顕
０
に

「楽
法
イ
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
の
を
確
認
し
た
後
に
隆
顕
Ｄ
に
も

「楽
法
イ
」
と
記
入
し
た
場
合
と
、
隆
顕
０
に

「楽

法
イ
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
の
を
確
認
し
た
後
に
隆
顕
０
に
も

「楽
法
イ
」
と
記
入
し
た
場
合
と
の
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
ケ
ー
ス

が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『顕
ユ
エ
そ
妙
』
に
関
す
る
一
考
慕



ま
た
前
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
隆
顕
０
に

「若
不
爾
者
五
体
投
地
偏
身
流
行
」
〔表
Ⅱ
２２
〕
と
見
え
る

「汗
」
字
の
書
き
込
み

■

は
隆
顕
０
に
は
無
く
、
定
本
と
全
く
同
様
に

「若
不
爾
者
五
体
投
地
偏
身
流
汗
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る

〔表
Ⅳ
３３
〕ｏ
こ
の
隆
顕

０
に
記
入
さ
れ
て
い
る

「汗
」
字
の
筆
致
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
隆
顕
０
本
文
の
筆
致
と
は
異
な
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
隆
顕
０
の
表
紙
題
号
の
右
方
に

「不
信
者
堕
獄
事
」
と
い
う
隆
師
の
御
自
筆
が
株
橋
日
涌
上
人
に

よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
隆
顕
０
を
目
に
し
た
後
に
隆
師
が
隆
顕
０

へ

「汗
」
字
を
記
入
し
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
に
は
、
隆
顕
０
本
文
の
筆
記
者
は
隆
師
と
は
異
な
る
と
い
う
株
橋
日
涌
上
人
の
見
解
を
踏
ま
え
つ
つ
、
隆

師
が
隆
顕
０
に

「汗
」
字
を
記
入
し
た
可
能
性
の
問
題
と
、
隆
顕
０
本
文
の
筆
記
者
の
問
題
と
を
そ
れ
ぞ
れ
整
理
し
な
が
ら
、
検
討

す
る
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
は
前
章
と
同
様
に
、
隆
顕
０
本
文
と
智
本
師
と
の
筆
致
を
対
照
し
た
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
智
本
師
書
写
の

『富
木
入
道

殿
御
返
事
』
『観
心
本
尊
抄
副
状
』
『四
帖
抄
』
と
隆
顕
０
本
文
と
の
筆
致
を
比
べ
て
み
る
と
、　
一
見
し
て
他
筆
と
分
か
る
隆
顕
０
本

文
と
は
異
な
っ
て
、
両
者
と
も
柔
ら
か
な
筆
致
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
他
筆
と
判
断
す
る
に
は
躊
躇
さ
れ
る
印
象
を
与
え
る
。

ま
た
智
本
師
の
筆
致
に
つ
い
て
は
、
字
の
払
い
の
部
分
が
大
き
く
開
い
て
右

へ
と
流
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
、
そ
の
特
徴
の

一
つ

と
し
て
指
摘
し
得
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
「大
」
の
字
句
の
第
三
画
目
で
あ
る
、
右

へ
と
向
か
う
払
い
の
部
分
や
、
「天
」
の
字
句
の

第
四
画
日
で
あ
る
、
右

へ
と
向
か
う
払
い
の
部
分
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
特
徴
に
つ
い
て
隆
顕
０
本
文
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、

や
は
り

「大
」
や

「天
」
の
字
句
の
払
い
部
分
が
、
右

へ
と
大
き
く
開
い
て
流
れ
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し

一
方
で
、

『観
心
本
尊
抄
副
状
』
に
記
さ
れ
て
い
る

「日
蓮
」
の
字
句
を
見
る
と
、
「蓮
」
の
し
ん
に
ょ
う
部
分
の
点

〔第

一
一
画
目
〕
が
、

「
日
」
の
字
句
の
左
方
と
な
る
高
い
位
置
に
ま
で
届
い
て
い
る
の
に
対
し
、
隆
顕
０
で
は

「蓮
」
の
字
句
の
域
内
に
収
ま
っ
て
い
る

と
い
う
違
い
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
隆
顕
０
本
文
と
智
本
師
と
の
筆
致
の
対
照
や
、



隆
顕
０
に
記
入
さ
れ
た

「汗
」
字
の
筆
致
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
直
ち
に
結
論
づ
け
る
こ
と
は
せ
ず
、
さ
ら
な
る
検
討
を

要
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
止
め
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
隆
顕
０
と
隆
顕
０
と
の
異
同
数
に
つ
い
て
は
、
隆
顕
０
に
あ
る

「汗
」
字
の
書
き
込
み
も
そ
れ
に
加
え
る
と
、
全
部
で
四

と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
四
箇
所
以
外
で
は
、
両
写
本
の
字
句
は
全
く

一
致
し
て
お
り
、
極
め
て
高
い
類
似
性
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
両
写
本
の
素
に
な

っ
た
も
の
は
同
系
統
、
な
い
し
は
同

一
で
あ

っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
筆
記
者
が
不
同
と
見
ら

れ
る
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
の
本
文
が
、
極
め
て
高
い
類
似
性
を
持

っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、　
一
体
如
何
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
か
。
ま
た
隆
顕
０
と
同
様
に
、
隆
顕
０
に
は
奥
書
も
見
ら
れ
ず
、
書
写
年
等
に
関
す
る
書
誌
情
報
に
つ
い
て
も
現
時
点
で
は
未

詳
で
あ
る
。
隆
師
が
如
何
に
し
て

『顕
抄
』
の
写
本
を
収
集
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
な
ど
と
共
に
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
今
後
の

課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

以
上
、
隆
顕
０
と
定
本
と
の
字
句
の
異
同
を
検
証
し
な
が
ら
、
春
師
本
や
隆
顕
０
に
つ
い
て
も
少
し
く
考
察
を
行

っ
て
き
た
。
本

章
を
通
じ
て
、
春
師
本
と
隆
顕
０
と
の
字
句
が

一
致
し
な
か

っ
た
こ
と
、
ま
た
隆
顕
０

・
隆
顕
０
の
両
写
本
に
記
入
さ
れ
て
い
る

「楽
法
イ
」
の
筆
致
も
異
な

っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
も
確
認
さ
れ
た
。
他
方
で
、
隆
顕
Ｄ
本
文
と
智
本
師
と
の
筆
致
や
、

隆
顕
０
に
記
入
さ
れ
て
い
る

「汗
」
字
の
筆
致
な
ど
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
含
め
、
よ

り
多
く
の
問
題
が
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

四
、
春
師
本

ｏ
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
国
の
総
合
的
検
証

さ
て
、
こ
れ
ま
で
春
師
本

・
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
と
定
本
と
の
各
々
の
比
較
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
少
し
く
考
察
を
加
え
て
き
た
。

『顕
ユ
エ
そ
炒
』
に
関
す
る
一
考
慕



表
Ⅳ
は
、
こ
れ
ま
で
表
Ｉ
～
Ⅲ
で
示
し
て
き
た
春
師
本

・
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
と
定
本
と
の
異
同
に
つ
い
て
、
総
合
的
に

一
覧
表
で
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
表
記
法
は
、
こ
れ
ま
で
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
表
Ｉ
～
Ⅲ
に
は
無
か
っ
た
空
欄
部
分
に
つ
い

て
は
、
春
師
本

・
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
が
、
定
本
の
字
句
と

一
致
し
て
い
る
場
合
を
表
し
て
い
る
。
例
え
ば
表
Ⅳ
２
で
は
、
定
本
で
は

「見
大
地
震
勘
定
之
書
立
正
安
国
論
云
」
と
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
、
春
師
本
で
は
定
本
と
同
字
句
で
あ
る
こ
と
を
空
欄
に
よ
っ
て

表
し
て
お
り
、
ま
た
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
で
は
い
ず
れ
も

「見
大
地
震
勘
定
■
書
立
正
安
国
論
云
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定

本
と
は
異
同
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

以
上
の
検
証
結
果
に
つ
い
て
本
章
で
は
、
特
に
春
師
本

・
隆
顕
０

・
隆
顕
０
の
三
写
本
に
関
し
て
、
主
に
四
つ
の
観
点
か
ら
改
め

て
整
理
を
試
み
つ
つ
、
総
合
的
に
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

ま
ず

一
つ
目
に
は
、
隆
顕
０
に
の
み
定
本
と
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
場
合
を
取
り
あ
げ
た
い
。
こ
れ
は
、
備
考
欄
に

「
Ａ
」
と
記

し
た
表
Ⅳ
３

ｏ
４
ｏ
３３
の
三
箇
所
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
三
箇
所
に
お
い
て
は
、
隆
顕
ω
以
外
の
二
写
本
は
定
本
の
字
句
と

一
致
し

て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

続
い
て
は
、
隆
顕
０
に
の
み
定
本
と
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
備
考
欄
に

「
Ｂ
」
と
記
し
た
表
Ⅳ
６
の
一

箇
所
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
の

一
箇
所
に
お
い
て
は
、
隆
顕
０
以
外
の
二
写
本
は
全
て
定
本
の
字
句
と

一
致
し
て
い
る
の
が
、
や
は
り

特
徴
的
で
あ
る
。

前
章
で
も
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
隆
顕
０
と
隆
顕
０
と
の
異
同
は
、
こ
の
計
四
箇
所
の
み
に
認
め
ら
れ
る
。
従

っ
て
こ
の
両
写

本
の
本
文
は
、
字
句
の
異
同
に
ほ
と
ん
ど
大
差
の
な
い
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
も
分
か
る
。

隆
顕
ω

・
隆
顕
０
の
異
同
の
次
に
着
目
し
た
い
の
は
、
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
と
春
師
本
と
の
異
同
で
あ
る
。
そ
こ
で
三
つ
目
に
取
り

あ
げ
た
い
の
は
、
定
本
と
の
異
同
が
春
師
本

・
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
の
三
写
本
に
お
い
て
全
く

一
致
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
た



め
こ
こ
に
は
、
備
考
欄
に

「
Ａ
」
「
Ｂ
」
と
記
し
た
隆
顕
ω

・
隆
顕
０
の
異
同
四
箇
所
は
含
ま
れ
な
い
。
な
お
、
備
考
欄
に

「○
」

を
記
し
て
あ
る
の
が
、
そ
の
該
当
箇
所
で
あ
る
。
例
え
ば
、
表
Ⅳ
ｌ
で
は
、
定
本
で
は

「顕
立
正
意
抄
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
春
師

本

・
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
で
は
全
て
同
じ
く

「顕
立
正
意
■
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
「○
」
は
全
部

で
九
箇
所
と
な
っ
た
。

そ
れ
に
加
え
て
表
Ⅳ
ｌ６

ｏ
‐７
は
、
前
章
ま
で
で
も
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
異
同
が
二
つ
認
め
ら
れ
る
も
の
を
都
合
上

一
部
分
に

ま
と
め
て
表
記
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
表
Ⅳ
ｌ６
に
お
い
て
は
、
定
本
で
は

「又
第
三
巻
云
我
此
弟
子
摩
訂
迦
葉
」
と
記
さ
れ
て
い
る

箇
所
が
、
春
師
本
で
は

「又
■
■
■
云
我
此
弟
子
摩
訂
迦
■
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
Ｄ
で
は
い
ず
れ
も

「又
■
■
■
云
我
此
弟
子
摩
訂
迦
葉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
定
本
に
記
載
の

「第
三
巻
」
の
語
が
抜
け
落
ち
て
い
る
点

で
は
三
写
本
と
も

一
致
し
て
い
る
も
の
の
、
「葉
」
の
字
句
が
春
師
本
で
は
抜
け
落
ち
て
い
る
た
め
、
そ
こ
に
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
と

の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
表
Ⅳ
ｌ７
も
こ
れ
と
同
様
に
、
定
本
に
記
さ
れ
て
い
な
い

「三
巻
」
の
字
句
が
、
春
師
本

・
隆
顕
ω

・
隆
顕

同
に
は
共
に
記
さ
れ
て
い
る

一
方
で
、
定
本

・
春
師
本
に
は
記
さ
れ
て
い
る

「如
来
」
の
字
句
が
、
隆
顕
ω

・
隆
顕
０
で
は
共
に
抜

け
落
ち
て
し
ま

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
表
Ⅳ
ｌ６

ｏ
‐７
で
は
、　
一
方
の
字
句
が
春
師
本

・
隆
顕
ω

・
隆
顕
０
の
共
通
項
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た

一
方
が
春
師
本

と
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
と
の
相
違
点
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
備
考
欄
に

「
△
」
と
表
記
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
定
本
と
の
異
同

が
春
師
本

・
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
で
全
く

一
致
し
て
い
る
箇
所
は
、
こ
の

「
△
」
で
の
二
箇
所
を
加
え
て
、
計

一
一
箇
所
と
な
っ
た
。

そ
し
て
最
後
に
四
つ
め
と
し
て
取
り
あ
げ
た
い
の
は
、
備
考
欄
に

「
Ａ
」
「
Ｂ
」
と
記
す
四
箇
所
を
省
い
た
う
ち
の
、
三
写
本
の

い
ず
れ
か
に
定
本
と
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
箇
所
で
、
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
同
と
春
師
本
と
の
字
句
が

一
致
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
る
。

備
考
欄
に

「
×
」
と
記
し
て
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
れ
は
二
〇
箇
所
数
え
ら
れ
た
。
ま
た

「
２
×
」
と
あ
る
の
は
、
以
上
の
条

『顕
ユ
エ
そ
妙
』

に
関
す
る

一
考
慕
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件
に
お
け
る
春
師
本
と
隆
顕
０

・
隆
顕
Ｄ
と
の
異
同
が

一
部
分
に
二
つ
認
め
ら
れ
る
も
の
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は
六
つ
、
す
な
わ

ち

一
二
箇
所
数
え
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
隆
顕
ω

・
隆
顕
０
が
不

一
致
の
四
箇
所

〔「Ａ
」
「Ｂ
Ｌ

を
省
い
た
う
ち
、
隆
顕
０

・
隆
顕

０
と
春
師
本
と
で
字
句
が
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
「
△
」
で
の
二
箇
所
を
加
え
て
、
計
三
四
箇
所
と
な

っ
た
。
な
お
個
々
に
整
理
し

て
見
た
場
合
、
春
師
本
ど
隆
顕
０
と
の
異
同
は

「
Ａ
」
で
の
三
箇
所
を
加
え
た
三
七
箇
所
と
な
り
、
春
師
本
と
隆
顕
０
と
の
異
同
は

「
Ｂ
」
で
の

一
箇
所
を
加
え
た
三
五
箇
所
と
な
っ
た
。

以
上
の
結
果
に
つ
い
て
改
め
て
整
理
し
な
お
し
て
み
る
と
、
ま
ず
異
同
が
四
箇
所
し
か
見
ら
れ
な
い
隆
顕
０
と
隆
顕
０
と
で
は
、

本
文
の
異
同
に
大
差
の
な
い
こ
と
が
改
め
て
明
確
に
な
っ
た
。
ま
た
、
春
師
本

・
隆
顕
ω

・
隆
顕
０
の
三
写
本
に
お
い
て
、
定
本
と

の
字
句
の
異
同
が
全
て

一
致
し
て
い
る
の
は

一
一
箇
所
だ

っ
た
。　
一
方
で
、
隆
顕
ω

・
隆
顕
国
が
不

一
致
な
四
箇
所

〔「Ａ
」
「Ｂ
Ｌ

を
省
い
た
う
ち
の
、
春
師
本
と
隆
顕
ω

・
隆
顕
０
と
の
異
同
は
三
四
箇
所
と
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
さ
ら
に
こ
れ
を
個
々
に
見
れ

ば
、
春
師
本
と
隆
顕
０
の
異
同
は
三
七
箇
所
と
な
り
、
春
師
本
と
隆
顕
０
と
で
は
三
五
箇
所
と
な

っ
た
。
よ

っ
て
春
師
本
と
隆
顕

Ｏ

ｏ
隆
顕
０
と
の
対
比
に
お
い
て
は
、
共
通
点
は
相
違
点
の
半
分
以
下
と
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
筆
致
の
異
な
る
と
見
ら
れ
る

隆
顕
０
と
隆
顕
０
と
は
ほ
と
ん
ど
同
文
に
近
い
と
い
う
事
実
、
ま
た

「最
古
の
写
本
」
と
評
さ
れ
る
春
師
本
よ
り
も
こ
の
両
写
本
の

方
が
定
本
と
の
異
同
数
が
少
な
い
と
い
う
事
実
は
、　
一
体
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
と
共
に
、
本
章
な
い

し
小
稿
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
検
証
結
果
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
調
査
と
追
及
を
行
い
な
が
ら
、
改
め
て
考
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。



八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

定
本
頁
数

九 七
～
八

七 四 四
定
本
行
数

己
上
立
正
安
国
論
言

也 而
治
天
下
■
人
臣
者

領
田
園

帝
王
者
安
国
家

百
鬼
早
乱
万
民
多
亡

此
災
未
露
此
難
未
来

金
光
明
経
内
種
種
災

禍

一
一
雖
起

大
集
経
三
災
之
内

所
以
他
国
侵
逼
難
自

界
叛
逆
難
也

薬
師
経
七
難
内
五
難

見
大
地
震
勘
定
之
書

立
正
安
国
論
云

顕
立
正
意
抄

定
　
本

已
上
立
正
安
国
論
言

■ 帝
王
者
基
国
家

百
鬼
早
乱
■
民
多
亡

大
集
経
三
災
■
内

顕
立
正
意
■

春
師
本

■
■
■
■
■
■
■
■

■ 而
治
天
下
之
人
民
者

領
田
園

帝
王
者
基
国
家

此
災
未
窮
此
難
未
来

大
集
経
三
災
■
内

所
以
他
国
侵
逼
難
自

界
逆
叛
難
也

薬
師
経
■
■
内
五
難

見
大
地
震
勘
定
■
書

立
正
安
国
論
云

顕
立
正
意
■

隆
顕
０

■
■
■
■
■
■
■
■

■ 而
治
天
下
之
人
民
者

領
田
園

帝
王
者
基
国
家

此
災
未
窮
此
難
未
来

金
光
明
経
■
種
種
災

禍

一
一
雖
起

大
集
経
三
災
■
内

見
大
地
震
勘
定
■
書

立
正
安
国
論
云

顕
立
正
意
■

隆
顕
Ｄ

×

２

× ○ × × B ○ A A × ○
備
考

表
Ⅳ
　
総
合
表

『顕
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そ
炒
』

に
関
す
る

一
考
慕



20

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四
〇

八
四
〇

八
四
〇

五 四 一
二
一
〇

去
文
永
五
年
蒙
古
国

牒
状
所
渡
来
我
朝
有

賢
人
可
怪
之

分
身
諸
仏
長
舌
付
梵

天
給
難
信
用
欺

此
等
経
文
仏
記
未
来

世
事

名
日
光
明
如
来
等
一套

■
■

又
第
三
巻
云
我
此
弟

子
摩
訂
迦
葉

乃
至
当
得
作
仏

二
月
十
五
日
般
涅
槃

給
耳

仏
記
云
卸
■
後
三
月

我
当
般
涅
槃
等
一芸

死
後
生
於
食
吐
鬼

去
文
永
五
年
蒙
古
■

牒
状
所
渡
来
我
朝
有

賢
人
可
怪
之

分
身
諸
仏
長
舌
付
梵

天
■
難
信
用
欺

名
日
光
明
如
来
等
一套

三
巻

又
■
■
■
云
我
此
弟

子
摩
訂
迦
■

■
■
当
得
作
仏

二
月
十
五
日
■
涅
槃

了
■

仏
記
云
卸
月
後
三
月

我
当
般
涅
槃
等
一芸

死
後
生
於
■
吐
鬼

分
身
諸
仏
長
舌
付
梵

天
■
難
信
用
欺

此
等
■
文
仏
記
未
来

世
事

名
日
光
明
■
■
等
一套

三
巻

又
■
■
■
云
我
此
弟

子
摩
訂
迦
葉

■
■
当
得
作
仏

二
月
十
五
日
般
涅
槃

■
耳

分
身
諸
仏
長
舌
付
梵

天
■
難
信
用
欺

此
等
■
文
仏
記
未
来

世
事

名
日
光
明
■
■
等
一套

三
巻

又
■
■
■
云
我
此
弟

子
摩
訂
迦
葉

■
■
当
得
作
仏

二
月
十
五
日
般
涅
槃

■
耳

× ○ △ △ ○
９
“
×

× ×



29 28 27 26 25 24 23 22

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

八
四

一

一
三
～

一
四

一
一一一

一
一一一

一
二
～

一
三

一
二

九 八

但
名
仮
之
不
染
心
中

信
心
薄
者

或
信
或
伏
或
随
或
従

■
但
名
仮
之

今
日
蓮
弟
子
等
亦
如

是 阿
鼻
大
城
経
歴
千
劫

受
大
苦
悩

彼
不
軽
軽
毀
■
衆
現

身
加
信
伏
随
従
四
字

阿
鼻
大
城
大
地
如
為

的 今
以
普
合
案
未
来

設
雖
為
禽
獣
可
感
可

驚 何
況
今
年
既
彼
国
災

兵
之
上
奪
取
二
箇
国

但
名
仮
之
■
■
■
■

■
■
■
■

或
信
或
伏
或
随
或
従

或
但
名
仮
之

今
日
蓮
弟
子
等
■
■

■ 阿
鼻
大
城
経
歴
千
劫

■
■
■
■

今
以
普
合
案
未
■

設
雖
為
禽
獣
■
■
可

驚 何
況
今
年
既
彼
国
文

付
兵
之
上
奪
取
二
箇

国

或
信
或
伏
或
随
或
従

或
但
名
仮
之

今
日
蓮
弟
子
等
又
如

是 彼
不
軽
軽
毀
之
衆
現

身
加
信
伏
随
従
四
字

阿
鼻
大
城
大
地
■
為

的 設
雖
■
禽
獣
可
感
可

驚

或
信
或
伏
或
随
或
従

或
但
名
仮
之

今
日
蓮
弟
子
等
又
如

是 彼
不
軽
軽
毀
之
衆
現

身
加
信
伏
随
従
四
字

阿
鼻
大
城
大
地
■
為

的 設
雖
■
禽
獣
可
感
可

驚

× ○ × × × ×

２

×
×
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38 34 33 32 30

八
四
二

八

四

二

八
四
二

八
四
二

八
四
二

八
四
二

八
四
二

八
四

一
～

八
四
二

八
四

一

一
～
二

一
四
～

一

一
四

臨
終
之
時
可
現
阿
鼻

獄
之
相

我
弟
子
等
之
中
信
心

薄
淡
者

以
四
悉
檀
適
時
而
已

若
不
爾
■
為
奴
婢
奉

持
者

若
不
爾
■
以
珍
宝
積

仏
前

若
不
爾
者
五
体
投
地

偏
流
汗

如
薬
王
楽
法
■
焼
臀

剥
皮

欲
是
免
者
各
■

設
不
経
千
劫
或

一
無

間
或
二
無
間

臨
終
之
時
■
現
阿
鼻

■
■
■

以
四
悉
■
適
時
而
已

若
不
爾
者
為
奴
婢
奉

持
者

若
不
爾
者
以
珍
宝
積

仏
前

如
薬
王
迦
葉
等
焼
臀

剥
皮

■
■
■
■
各
々

設
不
経
千
劫
■

一
無

間
■
二
無
間

我
弟
子
■
之
中
信
心

薄
淡
者

若
不
爾
者
為
奴
婢
奉

持
者

若
不
爾
者
以
珍
宝
積

仏
前

若
不
爾
者
五
体
投
地

偏
流
行

如
薬
王
迦
葉
等
焼
臀

剥
皮

我
弟
子
■
之
中
信
心

薄
淡
者

若
不
爾
者
為
奴
婢
奉

持
者

若
不
爾
者
以
珍
宝
積

仏
前

如
薬
王
迦
葉
等
焼
臀

剥
皮

９
“
×

× × ○ ○ A ×

９
“
×

２

×
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40 39

八
四
二

八
四
二

八
四
二

四 四

日
蓮
　
記
之

文
永
十

一
年
太
歳
甲

戊
十
二
月
十
五
日

其
時
不
可
恨
我
等
一要

回日
荘
建　
　
在
御
判

文
永
十

一
年
■
■
甲

戊
十
二
月
十
五
日

其
時
不
■
恨
我
等
一芸

其
時
不
■
恨
我
等
一要

其
時
不
■
恨
我
等
芸

× × ○

お
わ
り
に

以
上
、
定
本
所
収
の

『顕
抄
』
を
軸
に
、
春
師
本
と
隆
師
御
所
用
の

『顕
抄
』
二
写
本
と
の
比
較
検
証
を
試
み
つ
つ
、
春
師
本

・

隆
顕
０

・
隆
顕
０
に
お
け
る
異
同
や
そ
の
対
照
結
果
に
つ
い
て
、
少
し
く
検
討
を
加
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
筆
致
の
異
な
る
と
見

ら
れ
る
隆
顕
０
と
隆
顕
同
と
の
異
同
は
四
箇
所
の
み
で
本
文
の
字
句
に
ほ
と
ん
ど
大
差
が
な
い
こ
と
、
な
お
こ
の
四
箇
所
を
省
い
た

う
ち
、
春
師
本
と
隆
顕
ω

・
隆
顕
０
と
で
は
共
通
点

〔
一
一
箇
所
〕
よ
り
も
相
違
点

〔一一一四
箇
所
〕
の
方
が
多

い
こ
と
、
ま
た
各
々

整
理
す
る
と
春
師
本
と
隆
顕
０
の
異
同
数
は
三
七
、
春
師
本
と
隆
顕
０
の
異
同
数
は
三
五
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
定
本
と
の
異
同
が

最
も
少
な
い
も
の
は
隆
顕
０
で
あ
り
、
逆
に
最
も
多
い
も
の
は
春
師
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

ま
た
、
小
稿
で
の
検
証
を
通
じ
て
、
明
確
と
な

っ
た
事
実
も
あ

っ
た
。
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
定
本
所
収
の

『顕
抄
』
と
春
師

本
と
に
は
字
句
の
異
同
が
三
五
あ
り
、
そ
の
う
ち
定
本
で
註
記
さ
れ
て
い
る
の
は
三
つ
だ
け
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
定
本
に
は
、

『顕
ユ
エ
そ
炒
』
に
関
す
る
一
考
慕
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春
師
本
と
と
も
に
行
学
朝
師
本
と
校
合
し
た
こ
と
が
註
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
定
本
で
は
特
に
註
記
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
定
本
所
収
の

『顕
抄
』
本
文
が
如
何
な
る
根
拠
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
も
、
冒
頭
で
示
し
た
高
木
豊
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
十
分
に
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
真
蹟

が
現
存
し
な
い
と
さ
れ
る

『顕
抄
』
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
小
稿
で
検
証
さ
れ
た
春
師
本
と
の
異
同
の
結
果
や
春
師
本
の
書
誌

情
報
に
関
し
て
は
、
明
記
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
定
本
に
所
収
さ
れ
る
御
遺
文
の
本
文
全
般

に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
こ
れ
ま
で
真
蹟
が
伝
わ

っ
て
こ
な
か

っ
た
と
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
「本
文
批
判
は
未
完
の
面
を
な

お
も

っ
て
い
る
」
と
い
う
高
木
豊
氏
の
指
摘
を
、
改
め
て
思
い
起
こ
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
よ
う
。

続
い
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
定
本
と
隆
顕
０
と
に
は
二
八
箇
所
、
ま
た
定
本
と
隆
顕
同
と
に
は
二
六
箇
所
の
字
句
の
異
同
が
認
め

ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
春
師
本

・
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
で
は
、
本
文
の
完
全
な
る

一
致
が
見
ら
れ
な
い
こ
と

は
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
隆
顕
０
と
隆
顕
Ｄ
と
の
異
同
四
箇
所
の
う
ち
、
三
箇
所
は

『立
正
安
国
論
』
か
ら
の
引
用
文
で
あ
る

こ
と
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
両
写
本
に
つ
い
て
は
、
そ
の
四
箇
所
以
外
の
字
句
は
全
て

一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
隆

顕
０
と
隆
顕
０
の
素
と
な

っ
た
も
の
は
同

一
系
統
の
も
の
、
も
し
く
は
同

一
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
両
写

本
に
共
に
記
入
さ
れ
て
い
る

「楽
法
イ
」
の
筆
致
に
つ
い
て
は
、
両
写
本
本
文
の
筆
致
と
同
様
に
、
異
な

っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
隆
顕
０
に
記
入
さ
れ
て
い
る

「汗
」
字
や
、
そ
れ
と
隆
顕
０
本
文
と
の
筆
致
の
対
照
、
ま
た
隆
顕
０
本

文
と
智
本
師
と
の
筆
致
の
対
照
な
ど
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
を
残
す
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
改
め
て
調

査
し
た
い
。

以
上
の
よ
う
な
小
稿
に
お
け
る
検
証
結
果
に
つ
い
て
は
、
行
学
朝
師
本
と
の
校
合
を
加
え
る
こ
と
で
、
そ
の
位
置
づ
け
が
よ
り
明

確
に
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て

『顕
抄
』
の
写
本
研
究
が
僅
か
で
も
進
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
隆
師
の

『顕
抄
』



を
拝
す
る
姿
勢
な
ど
の
問
題
も
含
め
て
、
さ
ら
な
る
資
料
の
追
及
や
調
査
と
共
に
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
春
師
本

ｏ
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
不
明
瞭
な
点
が
ま
だ
ま
だ
多
い
。
だ
が
そ

の
実
態
を
解
明
し
て
い
く
た
め
に
は
、
遺
さ
れ
た
手
が
か
り
に
見
出
さ
れ
る
可
能
性
を
少
し
で
も
拾
い
上
げ
、　
一
つ
一
つ
検
証
を
積

み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
真
実
に
辿
り
着
く
唯

一
の
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

王ヽ

（１
）

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編

『日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
　
歴
史
篇
』
身
延
山
久
遠
寺
、　
一
九
八
五
年
、
三
二

一
頁
。

（２
）

な
お
高
田
恵
忍

『日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
』
第

一
三
巻
、
ビ
タ
カ
、　
一
九
七
八
年
復
刻
版

〔
一
九
三
三
年
初
版
〕、
三
二
五

～
三
二
六
頁
は
、
日
蓮
聖
人
自
ら
に
よ
る
御
自
題
だ
と
述
べ
る
。

（３
）

日
蓮
宗
事
典
刊
行
委
員
会

『日
蓮
宗
事
典
』
日
蓮
宗
宗
務
院
、　
一
九
八

一
年
、
八
四
頁
。
前
掲
、
『日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典

歴
史
篇
』
三
二

一
頁
。

（４
）

小
稿
で
参
照
し
た
の
は
、
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編

『昭
和
定
本
　
日
蓮
聖
人
遺
文
』
身
延
山
久
遠
寺
発
行
、
二
〇
〇

〇
年
、
改
訂
増
補
版
第
三
刷
で
あ
る
。

（５
）

定
本
、
八
四
〇
頁
。
同
、
凡
例
二
～
三
頁
。

（６
）

同
、
八
四
〇
頁
。

（７
）

春
師
本
に
つ
い
て
は
、
小
西
徹
龍

（日
逹
）
先
生

「
日
蓮
聖
人
遺
文
参
考
資
料
の

一
考
察
―
日
春

・
日
法
所
持
本
を
手
懸
か

り
と
し
て
―
」
（渡
邊
賓
陽
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編

『渡
邊
賓
陽
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
　
日
蓮
教
学
教
団
史
論
叢
』
平
楽
寺
書

『顕
ユ
エ
そ
妙
』
に
関
す
る
一
考
慕



店
、
一
一〇
〇
三
年
）
三
三
三
頁
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
書
誌
的
情
報
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
特
に
は
触
れ
て
お
ら
れ
な

（８
）

前
掲

『日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
　
歴
史
篇
』
八
七
四
頁
。

（９
）

高
木
豊

「諸
本
解
説
」
（戸
頃
重
基

・
高
木
豊
校
注

『日
本
思
想
体
系

一
四
　
日
蓮
』
岩
波
書
店
、　
一
九
七
〇
年
）
六

一
五
～
六

一

六
頁

〔再
録
、
高
木
豊

『日
蓮
教
団
史
孜
』
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
八
年
、
二
人
○
頁
〕。

（１０
）

同
右
。
ま
た
こ
の
問
題
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
は
、
定
本
の
底
本
と
な
っ
た
縮
刷
遺
文

（霊
艮
閣
版

『日
蓮
聖
人
御
遺
文

縮
刷
遺
文
』

一
九
〇
四
年
刊
行
）
の
本
文
決
定
の
問
題
に
言
及
し
た
、
前
川
健

一
氏
に
よ
る
最
近
の
研
究
が
あ
る

〔前
川
健

一
「
『縮

刷
遺
文
』
の
本
文
整
定
に
つ
い
て
」
『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
人
巻
第

一
号

（通
巻
第

一
一
九
号
）、
二
〇
〇
九
年

一
二
月
。
同

「
『縮

刷
遺
文
』
の
本
文
整
定
に
つ
い
て
」
『東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
』
第
二
五
号
、
二
〇
〇
九
年

一
二
月
〕。
ま
た
縮
刷
遺
文
編
纂
の
過
程
に

関
し
て
は
、
安
中
尚
史
氏
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る

〔安
中
尚
史

「霊
艮
閣
版

『日
蓮
聖
人
御
遺
文
』
（縮
刷
遺
文
）
編
纂
に
つ
い
て
の
一

考
察
」
『日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
第

一
七
号
、　
一
九
九
〇
年
三
月
。
同

「明
治
期
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
集
編
纂
の
一
考
察
」
（高
木
豊

・
冠

賢

一
編

『日
蓮
と
そ
の
教
団
』
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
九
九
年
と
。

と
こ
ろ
で
、
定
本
と
縮
刷
遺
文
所
収
の

『顕
抄
』
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
異
体
字
や
読
み
下
し
方
の
相
違
等
を
異
同
と
見
な
さ
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
全
文
が

一
致
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
小
稿
で
は
、
縮
刷
遺
文
所
収
の

『顕
抄
』
に
関
し
て
は
煩
を
避
け
る
た
め

特
に
触
れ
ず
、
ま
た
全
て
定
本
の
頁
数
で
示
す
こ
と
に
す
る
。
な
お
小
稿
で
参
照
し
た
の
は
、
霊
艮
閣
版

『日
蓮
聖
人
御
遺
文

縮
刷
遺
文
』
山
喜
房
仏
書
林
、　
一
九
六
七
年
、
重
刻
新
版
で
あ
る
。

（１１
）

株
橋
日
涌
上
人

「
日
隆
聖
人
所
用
の
現
存
御
書
写
本
に
つ
い
て
」
『桂
林
学
叢
』
第
八
号
、　
一
九
七
四
年
九
月
、　
〓

一〇
頁
。

（‐２
）

本
興
寺
所
蔵
。



（‐３
）

同
右
。

（‐４
）

字
体
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
る
こ
と
は
、　
一
覧
表

（表
Ｉ
～
Ⅳ
）
に
お
い
て
も
同
様
と
す
る
。

（‐５
）

異
同
の
表
記
法
に
つ
い
て
は
、
三
写
本
と
の
対
照
を
明
確
に
す
る
た
め
、
定
本
所
収
の

『顕
抄
』
に
お
い
て
も
、
三
写
本
と

同
様
に
傍
線
を
付
し
■
を
記
入
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、　
一
覧
表

（表
Ｉ
～
Ⅳ
）
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

る
。
ま
た

『顕
抄
』
以
外
の
御
遺
文
を
参
照
す
る
場
合
に
も
、
異
同
に
つ
い
て
は
同
様
に
表
記
す
る
。

（‐６
）

定
本
、
八
四
〇
頁
。

（‐７
）

同
、
「凡
例
」
二
～
三
頁
。

（‐８
）

定
本
、
三
二
五
頁
。
『日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
で
も
、
「基
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
見
え
る

（日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
法
蔵
館
編

集
部
編

『日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
二
巻
、　
一
九
七
六
年
、
法
蔵
館
、
三
三
頁
）。
ま
た

『立
正
安
国
論
』
（広
本
）
に
お
い
て
も
、
同

様
に

「帝
王
者
基
国
家
」
と
記
さ
れ
て
い
る

（定
本
、　
一
四
七
五
頁
。
前
掲

『日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第

一
巻
、
六
八
頁
）。
な
お
北

川
前
肇
氏
は
最
近
の
研
究
で
、
「帝
王
者
基
国
家
」
と
表
記
し
、
「帝
王
は
国
家
を
基
と
し
て
」
と
読
み
下
し
て
い
る

（北
川
前
肇

編

『原
文
対
訳
　
エエ
正
安
国
論
』
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
六
四
頁
）。

（‐９
）

な
お
、
宝
暦
版
録
内
修
補
遺
文
を
稿
本
と
し
、
行
学
朝
師
本
で
校
訂
を
行

っ
た
と
す
る
、
日
蓮
宗
全
書
出
版
会
編

『日
蓮
聖

人
全
集
』
平
楽
寺
書
店
、　
一
九
三

一
年
改
版

〔須
原
屋
書
店
、　
一
九

一
四
年
初
版
〕
所
収
の

『顕
抄
』
五
八
二
頁
で
は
、
「基
」
字

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
念
の
た
め
、
参
考
ま
で
に
記
し
て
お
き
た
い
。

（２０
）

小
松
邦
彰
氏
は
、
定
本
を
底
本
と
し
た

『日
蓮
聖
人
全
集
』
収
録
の

『顕
抄
』
に
お
い
て
、
本
文
を

「帝
王
は
国
家
を
安
ん

じ
て
天
下
を
治
め
、
人
臣
は
田
園
を
領
し
て
世

上
を
保
つ
」
と
記
し
た
上
で
、
「帝
王
は
国
家
を
基
と
し
て
天
下
を
治
め
、
人
民

は
田
畑
を
耕
し
て
世
の
中
を
保

っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
」
と
現
代
語
訳
さ
れ
て
い
る

（小
松
邦
彰
著

『日
蓮
聖
人
全
集
』
第

一
巻
、
春

『顕
ユ
エ
そ
炒
』
に
関
す
る
一
考
慕



秋
社
、　
一
九
九
二
年
、
二
四
〇
頁
）
。
小
松
邦
彰
氏
が

「国
家
を
基
と
し
て
」
と
解
釈
し
た
の
は
、
定
本
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
「安
」
と

「基
」
と
の
字
句
の
異
同
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
『立
正
安
国
論
』
に

「帝
王
者
基
国
家
」
〔註

（１８
）
を
参
昭
じ

と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
考
慮
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

（２．
）

定
本
、
三
二
五
頁
。
前
掲

『日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
二
巻
、
三
三
頁
。
前
掲

『原
文
対
訳
　
工工
正
安
国
論
』
六
四
頁
。
ま

た
、
広
本
で
も
同
様
で
あ
る

（定
本
、　
一
四
七
五
頁
。
前
掲

『日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第

一
巻
、
六
八
頁
）。

（２２
）

同
右
。

（２３
）

定
本
所
収
の

『顕
抄
』
に
お
け
る

『立
正
安
国
論
』
か
ら
の
引
用
文
で
、
原
文
と
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
箇
所
は
、
以
下
の

よ
う
に
そ
の
他
に
も
存
在
す
る
。
ま
ず
、
定
本
所
収
の

『顕
抄
』
で
は

「而
他
方
賊
来
而
侵
逼
此
国
、
自
界
叛
逆
而
掠
領
此
地
」

（定
本
、
人
四
〇
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
傍
線
部
二
箇
所
が
、
『立
正
安
国
論
』
で
は

「而
他
方
賊
来
而
侵
逼
其
国
、
自
界
叛
逆
而

掠
領
其
地
」
（定
本
、
三
二
五
頁
。
前
掲

『日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
二
巻
、
三
三
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

『立
正
安
国
論
』

（広
本
）
で
は
、
「而
他
方
賊
来
而
侵
逼
我
国
、
自
界
叛
逆
而
掠
領
此
地
」
（定
本
、　
一
四
七
五
頁
。
前
掲

『日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第

一
巻
、
六
八
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
春
師
本

・
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
で
は
、
前
者
に
お
け
る

「其
」
の
字
句
、

後
者
に
お
け
る

「我
」
の
字
句
が
、
い
ず
れ
も

「此
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
本
の

『顕
抄
』
と

一
致
し
て
い
る
。
ま

た
、
定
本
所
収
の

『顕
抄
』
で
は

「若
所
残
之
■
難
」
（定
本
、
八
四
〇
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
、
『立
正
安
国
論
』
（広

本
）
で
は

「若
所
残
之
二
難
」
（定
本
、　
一
四
七
五
頁
。
前
掲

『日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第

一
巻
、
六
八
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
も
、
春
師
本

ｏ
隆
顕
ω

・
隆
顕
０
で
は
い
ず
れ
も
定
本
と
同
じ
で
あ
る
。
以
上
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
春
師
本

ｏ

隆
顕
０

・
隆
顕
０
で
は
定
本
所
収
の

『顕
抄
』
本
文
の
字
句
と

一
致
し
て
い
る
た
め
、
小
稿
で
は
考
察
の
対
象
か
ら
省
き
、
紹
介

に
止
め
る
。



（２４
）

宝
暦
版
録
内
修
補
遺
文
を
稿
本
と
し
、
行
学
朝
師
本
で
校
訂
を
行

っ
た
と
い
う
前
掲
の

『日
蓮
聖
人
全
集
』
平
楽
寺
書
店
、

一
九
三

一
年
改
版
所
収
の

『顕
抄
』
五
八
三
頁
で
は
、
「災
」
の
字
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（２５
）

前
掲

『日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
　
歴
史
篇
』
八
七
四
頁
。

（２６
）

前
掲
、
『日
蓮
宗
事
典
』
六
五
六
頁
。

（２７
）

定
本
、
三
二
五
頁
。
前
掲

『日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
二
巻
、
三
三
頁
。
前
掲

『原
文
対
訳
　
工工
正
安
国
論
』
六
四
頁
。
ま

た
、
広
本
で
も
同
様
に

「露
」
の
字
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る

（定
本
、　
一
四
七
五
頁
。
前
掲

『日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第

一
巻
、
六
八

頁
）。

（２８
）

定
本
、
三
二
五
頁
。
前
掲

『日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
二
巻
、
三
三
頁
。
前
掲

『原
文
対
訳
　
エエ
正
安
国
論
』
六
四
頁
。
ま

た
、
広
本
で
も
同
様
で
あ
る

（定
本
、　
一
四
七
五
頁
。
前
掲

『日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第

一
巻
、
六
八
頁
）。

（２９
）

諸
橋
轍
次

『大
漢
和
辞
典
』
第
九
巻
、
大
修
館
書
店
、　
一
九
八
六
年
修
訂
版
第
七
刷

〔
一
九
五
八
年
初
版
〕
三
八
六
頁
。

（３０
）

「楽
法
イ
」
の

「イ
」
字
が
異
本
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
和
歌
史
研
究
で
著
名
な
橋
本

不
美
男
氏

（
一
九
二
二
～

一
九
九

一
）
の
著
書

（『原
典
を
め
ざ
し
て
―
古
典
文
学
の
た
め
の
書
誌
』
笠
間
書
院
、　
一
九
七
七
年
再
版

〔
一

九
七
四
年
初
版
〕

一
四
八
頁
）
に
示
さ
れ
て
い
る
以
下
の
例
が
参
考
と
な
る
。
同
著
に
お
い
て
橋
本
不
美
男
氏
は
、
藤
原
公
任
の

家
集
に

「拾
朝
朗
嵐
の
山
の
さ
む
け
れ
は
ち
る
紅
葉

ゝ
を
き
ぬ
人
そ
な
き
」
〔傍
点
等
は
同
著
本
文
の
ま
ま
〕
と
あ
る
の
を
紹
介
し
な

が
ら
、
「家
集
の

「朗
」
の
わ
き
に

「ま
た
き
イ
」
と
校
合
さ
れ
て
い
る
の
は
、
前
に
の
べ
た
ケ
ー
ス
の
、
勅
撰
入
集
歌
を
調
べ

た
時
点
に
お
け
る
異
本
系

『拾
遺
集
』
本
文
に
よ
る
校
異
注
記
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る

〔以
上
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
大
平
宏

龍
先
生
よ
り
御
教
示
を
頂
い
た
〕。
こ
う
し
た
事
例
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
「楽
法
イ
」
の

「イ
」
字
と
は
異
本
の
存
在
を
示
唆
し

た
も
の
、
と
考
え
て
も
差
し
支
え
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『顕
ユ
エ
そ
炒
』
に
関
す
る
一
考
慕



な
お
橋
本
不
美
男
氏
に
つ
い
て
紹
介
し
た
も
の
に
は
、
「橋
本
不
美
男
先
生
略
年
譜

・
著
述
目
録
」
『国
文
学
研
究
』
第

一
〇

一
集
、

一
九
九
〇
年
六
月
、　
〓

一
一
～

一
三
二
頁
、
鈴
木
徳
男

「橋
本
不
美
男
―
和
歌
史
研
究

へ
の
情
熱
と
執
念
」
（田
中
登
ｏ
松
村
雄
二

編

『戦
後
和
歌
研
究
者
列
伝
―
う
た
に
魅
せ
ら
れ
た
人
び
と
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
六
年
、　
一
四
四
～
一
五
八
頁
所
収
）
な
ど
が
あ
る
。

（３．
）

な
お
、
宝
暦
版
録
内
修
補
遺
文
を
稿
本
と
し
、
行
学
朝
師
本
で
校
訂
を
行

っ
た
と
い
う
前
掲
の

『日
蓮
聖
人
全
集
』
平
楽
寺

書
店
、　
一
九
三

一
年
改
版
所
収
の

『顕
抄
』
五
八
四
頁
に
は
、
「楽
法
」
と
あ
る
。

（３２
）

前
掲
、
株
橋
日
涌
上
人

「
日
隆
聖
人
所
用
の
現
存
御
書
写
本
に
つ
い
て
」

一
二
〇
頁
。

（３３
）

同
、

〓

≡
一頁
。

（３４
）

本
興
寺
所
蔵
。
定
本
番
号
九
三
。
な
お
智
本
師
写
本
に
は
、
『冨
木
入
道
御
書
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（３５
）

本
興
寺
所
蔵
。
定
本
番
号

一
一
九
。
な
お
智
本
師
写
本
に
は
、
『観
心
本
尊
抄
送
状
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（３６
）

大
平
宏
龍
先
生

「
日
隆
聖
人
教
学
成
立
の
資
料
　
を不
祖
御
遺
文
に
つ
い
て
」
『桂
林
学
叢
』
第
八
号
、　
一
九
七
四
年
九
月
、

八
七
頁
。
大
平
宏
龍
先
生

「
日
隆
聖
人
と
東
国
法
華
宗
」
『興
隆
学
林
紀
要
』
創
刊
号
、　
一
九
八
六
年

一
〇
月
、
九
八
～

一
〇
三

頁
。
原
井
慈
鳳
上
人

「本
果
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
研
究

（
一
）
―
―
休
息
立
正
寺
移
転
造
営
事
業
に
つ
い
て
―
―
」
冒
ハ隆
学

林
紀
要
』
創
刊
号
、　
一
九
八
六
年

一
〇
月
、
五
〇
～
五

一
頁
。

（３７
）

前
掲
、
大
平
宏
龍
先
生

「
日
隆
聖
人
と
東
国
法
華
宗
」

一
〇
〇
～

一
〇

一
頁
。
本
興
寺
所
蔵
。

（３８
）

前
掲
、
株
橋
日
涌
上
人

「
日
隆
聖
人
所
用
の
現
存
御
書
写
本
に
つ
い
て
」

一
二
〇
頁
。

（３９
）

同
右
。

（４０
）

も

っ
と
も
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
①
春
師
本
の
み
が
定
本
の
字
句
と

一
致
し
て
い
る
場
合

〔表
Ⅳ
２
ｏ
７
ｏ
ｌＯ

（２
箇
所
）

ｏ
ｌ７

翁
如
来
」
の
箇
所
）

・
１８
ｏ
２４
・
２５
ｏ
３７
の
九
箇
所
〕、
ま
た
②
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
が
定
本
の
字
句
と

一
致
し
て
い
る
場
合

〔表
Ⅳ



８
ｏ
ｌ２
ｏ
‐３
・
‐６

年
迦
葉
」
の
箇
所
）

ｏ
２０
。
２．
。
２３
ｏ
２６
・
２９
・
３０

（２
箇
所
）

ｏ
３．

（２
箇
所
）

・
３６
ｏ
３８

Ｔ
箇
所
）

・
４０
。
４‐

の
一
八
箇
所
〕、
③
春
師
本
と
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
同
と
の
異
同
が

一
部
分
に
二
つ
認
め
ら
れ
る
箇
所
の
う
ち
、　
一
方
が
定
本
の
字
句

と

一
致
し
、
ま
た

一
方
が
異
な

っ
て
い
る
場
合

〔表
Ⅳ
２２

（２
箇
所
）
の
二
箇
所
〕、
さ
ら
に
④
定
本
と
の

一
致
は
見
ら
れ
ず
ま
た

春
師
本
と
隆
顕
ω

・
隆
顕
０
に
も
異
同
が
見
ら
れ
る
場
合

〔表
Ⅳ
■
ｏ
ｌ４

（２
箇
所
）

ｏ
２７
ｏ
３２
の
五
箇
所
〕
の
四
種
に
分
類
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
こ
こ
で
は
、
春
師
本

・
隆
顕
Ｏ

ｏ
隆
顕
０
の
校
異
を
焦
点
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は

考
察
の
対
象
か
ら
ひ
と
ま
ず
省
い
て
お
き
た
い
。

（４．
）

な
お
行
学
朝
師
本
の

『顕
抄
』
に
つ
い
て
、
筆
者
は
身
延
山
久
遠
寺
に
調
査
を
依
頼
中
で
あ
る
。

（４２
）

小
稿
の
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
隆
顕
０
の
表
紙
題
号
の
右
方
に
は
、
隆
師
の
御
自
筆
で

「不
信
者
堕
獄
事
」
と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
、
株
橋
日
涌
上
人
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

（前
掲
、
株
橋
日
涌
上
人

「日
隆
聖
人
所
用
の
現
存
御
書
写
本
に
つ
い

て
」

一
二
〇
頁
）
。
ま
た
大
平
宏
龍
先
生
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
隆
師
が
御
聖
教
で

『顕
抄
』
を
引
用
し
た
箇
所
は
、
『十
三
問
答

抄
』
や

『弘
経
抄
』
な
ど
に
数
力
所
認
め
ら
れ
る

（大
平
宏
龍
先
生
編

「日
隆
聖
人
御
聖
教
所
引
御
書
索
引
」
『桂
林
学
叢
』
第
九
号
、

一
九
七
六
年
、

一
一
七
、

〓
一九
頁
）
。
そ
れ
ら
の
引
用
箇
所
か
ら
窺
え
る
、
『顕
抄
』
に
対
す
る
隆
師
の
姿
勢
と
は
、
「顕
立
正
意

抄
云
、
信
心
薄
キ
者

一
無
間
二
無
間
十
百
無
間
卜
云
ヘ
リ
」
雲
十
三
問
答
抄
』
下
、
第
十
三

（立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所

『日
蓮
宗
宗

学
全
書
』
第
八
巻
、
本
門
法
華
宗
部

（
一
）
、
山
喜
房
仏
書
林
、　
一
九
六
八
年
第
二
版

〔
一
九
六

一
年
初
版
〕

四
八
一
頁
〕
と
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
信
心
の
方
面
か
ら
拝
し
た
も
の
で
あ
る
。
隆
師
御
所
用
の

『顕
抄
』
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
隆

師
の
思
想
方
面
か
ら
も
、
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『顕
ユ
エ
そ
炒
』
に
関
す
る
一
考
慕



〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

顕
立
正
意
抄
　
写
本
　
昭
和
定
本
　
日
春
聖
人
　
日
隆
聖
人

〈付
記
〉

小
稿
で
の
報
告
に
当
た
り
、
春
師
本
の
参
照
に
つ
い
て
は
、
大
本
山
光
長
寺
様
か
ら
御
高
配
を
賜

っ
た
。
同
じ
く
大
本
山
本
興
寺

様
か
ら
は
、
隆
師
御
所
用
の

『顕
抄
』
二
写
本
、
並
び
に
智
本
師
書
写
の

『富
木
入
道
殿
御
返
事
』
『観
心
本
尊
抄
副
状
』
『四
帖

抄
』
の
参
照
に
つ
い
て
、
御
高
配
を
賜

っ
た
。
ま
た
、
小
稿
に
お
け
る
写
本
の
判
読
等
に
つ
い
て
は
、
大
平
宏
龍
先
生
に
御
教
示
を

仰
い
だ
。
さ
ら
に
平
島
盛
龍
先
生
か
ら
は
、
貴
重
な
御
指
摘
を
数
多
く
頂
い
た
。
な
お
小
稿
は
、
平
成
二
二
年
度
法
華
宗
教
学
研
究

所
総
会

（平
成
三
二
年
九
月
七
日
、
於
ラ
フ
ォ
ー
レ
新
大
阪
）
で
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
に
際
し
て
は
、

出
席
さ
れ
た
諸
先
生
方
か
ら
貴
重
な
御
意
見
を
多
数
頂
戴
し
た
。
共
に
こ
こ
に
記
し
て
、
謝
意
を
表
し
ま
す
。


